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特
集

～
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
贈
り
物
～

給
食
に
想
い

込
め
て

を
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市
内
の
学
校
給
食
は
、
学
校
給

食
法
が
定
め
ら
れ
た
昭
和
29
年
、

永
田
小
学
校
で
校
内
に
給
食
室
を

設
置
し
て
給
食
を
調
理
す
る
「
自

校
方
式
」
に
よ
っ
て
完
全
給
食
を

開
始
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　
以
後
、
順
次
各
校
で
自
校
方
式

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
安
全

　
学
校
給
食
の
日
本
で
の
起
源

は
、
明
治
22
年
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

り
、
山
形

県
鶴
岡
町
の
私
立
小
学
校
で
貧
困

児
童
を
対
象
に
、
無
償
で
昼
食
を

提
供
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
児
童
の
栄

養
改
善
の
方
法
と
し
て
学
校
給
食

が
推
奨
さ
れ
る
と
、
学
校
給
食
は

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
戦
中
・
戦
後
に
は
食
糧
不
足
に

よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
給
食

が
中
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
発
達
途
中
の
児
童
へ

の
影
響
が
著
し
か
っ
た
状
況
な
ど

か
ら
、
昭
和
29
年
に
は
「
学
校
給

食
法
」
が
定
め
ら
れ
、
給
食
が
栄

養
補
給
だ
け
で
な
く
「
食
事
の
正

し
い
理
解
と
望
ま
し
い
習
慣
を
養

う
こ
と
」
な
ど
、
教
育
と
し
て
の

役
割
を
担
う
こ
と
も
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

学
校
給
食
の
歴
史

栄
養
改
善
か
ら
食
育
へ

　
平
成
20
年
、
学
校
給
食
法
が
改

正
さ
れ
、
給
食
は
「
栄
養
改
善
」

だ
け
で
な
く
、「
食
育
の
推
進
」

も
目
的
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
や
社

交
性
の
育
成
な
ど
、
学
校
給
食
が

果
た
す
役
割
は
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら

れ
、
本
市
も
、
食
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
、
栄
養
教
諭
な
ど
の
教

室
訪
問
や
、
地
域
の
農
産
物
を

使
っ
た
献
立
な
ど
、
食
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
作
り
を
し
て
い

ま
す
。

で
効
率
的
な
運
用
管
理
の
た
め
、

「
旧
中
野
市
学
校
給
食
共
同
調
理

場
」
が
昭
和
40
年
に
、「
旧
豊
田

村
給
食
セ
ン
タ
ー
」
が
昭
和
49
年

に
竣
工
し
、
複
数
の
学
校
の
給
食

を
一
つ
の
調
理
場
で
調
理
す
る
現

在
の
「
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
老
朽
化
な
ど
に
伴

い
新
た
に
建
設
し
た
、
豊
田
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
（
平
成
13
年
竣

工
）
、
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
平
成
18
年
竣
工
）
、
南
部
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
（
平
成
19
年
竣

工
）
の
三
つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー

が
、
児
童
・
生
徒
の
健
康
な
心
身

を
育
む
た
め
、
安
全
で
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
た
お
い
し
い
食
事

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
学
校
給
食
の
始
ま
り

特集
～学校給食センターからの贈り物～
給食に想い 込めてを

栄養教諭
小
こば や し

林　晴
は る え

江さん

栄養士
興
お き つ

津佐
さ ち こ

知子さん

　野菜の摂取が増
やせるよう、地元
産の旬な野菜をふ
んだんに使い、季
節感を出せる献立
を意識しています。
食べることで、体
だけでなく心も元
気になってほしい
と思います。

（左）

（右）

高
たか は し

橋　佳
け い こ

子さん

栄養士
松
まつ ざ わ

澤　澄
す み え

枝さん

　大人になると自
分で食べるものを
選択しなければな
らないので、子ど
もたちには給食を
通じ、将来も健康
でいられるように
さまざまなことを
学んでほしいと
願っています。

（左）

（右）

栄養教諭

水
みず し ま

島　早
さ な え

苗さん

　いろいろな食材
を使った献立を心
掛けており、食べ
られなかったもの
が食べられるよう
になったなど、給
食を通して子ども
たちの成長につな
がることに、とて
も喜びを感じます。

栄養士



給食に込める想い
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調理技師
高
た か の

野　俊
と し え

江さん

調理技師
青
あ お き

木　広
ひ ろ え

江さん

　多くの食材を扱うため、日々
の仕事は大変ですが、子どもた
ちのお母さんなどから「今日学
校で出た給食の献立を作ってほ
しいと言われた」といったお話
を聞くと、とてもうれしい気持
ちになります。給食の時間が子
どもたちにとって良い思い出に
なるよう、想いを込めて調理に
励んでいます。

　給食の調理では、異物の混入
を防ぐため、袋に入った食材は
２人態勢で切り、破片の数も確
認を行うなど、念には念をいれ
た調理を行っています。私たち
が学校訪問をした際には、子ど
もたちから「おいしい」といっ
た反応が聞けるので、喜びとや
りがいを持って、日々調理をし
ています。

給食の思い出を聞きました！
◆余ったデザートをもらうため、命
を懸ける思いでじゃんけん大会に
挑んでいました（20代男性）

◆ミルメークが大好きでした。牛乳
の底にミルメークが残るので、そ
の濃い部分を味わいながら飲むの
が楽しみでした（30代男性）

◆丸パンの日にハンバーグが出ると、
ハンバーガーにして食べるのが楽
しかったです（30 代女性）

◆クジラの肉が好きでした。カレーな
どに入っていて、とてもおいしかっ
たことを思い出します（50 代男性）

池田茂市長
脱
脂
粉
乳
が
苦
手
の
人
も
多
く

い
ま
し
た
が
、
私
は
ス
ト
ー
ブ

で
パ
ン
を
焼
き
、
脱
脂
粉
乳
を

付
け
て
食
べ
る
の
が
大
好
き
で

し
た
。（60代）

給食メニューの移り変わり

　学校生活の元気の源である「給食」は、今も昔も子どもた
ちにとって変わらない楽しみな時間です。
　そんな給食を作る学校給食センターは、時代とともにどの
ように変わっているのでしょうか。
　旧中野市学校給食共同調理場（写真左）と南部学校給食セ
ンター（写真右）で比べてみました。

昔（17 年前）

現南宮中学校テニスコートの
ところに調理場がありました。
調理床はウエット式で、水を
流して洗浄を行っていました。

「蒸気釜」と呼ばれる釜を使
い、蒸気の熱で調理していま
した。小・中学校各４釜あり、
汁物などを作っていました。

青いゴムエプロン・長ぐつを
身に付け、調理のほか、野菜
の下処理なども同じエプロン
で行っていました。

現在

加熱調理に直火を一切使わな
いオール電化施設となりまし
た。調理床はドライ化され、
衛生管理が保たれています。

釜は全てＩＨ釜に変わり、温
度の管理が一目で分かるよう
になりました。最大５釜で調
理ができます。

作業別でエプロンが色分けされ
ており、作業を変える際は必ず
エプロンを着替えるなど、徹底
した衛生管理が行われています。

写真提供：
※１）独立行政法人日本スポーツ振興センター
※２）公益財団法人長野県学校給食会

※ 1

※ 2

※ 2

【明治22年】

おにぎり、塩
鮭、菜の漬物

【昭和27年】

【昭和52年】

コッペパン、
ミルク（脱脂
粉乳）、鯨肉
の竜田揚げ、
ジャム

カレーライス、
牛乳、塩もみ
サラダ、バナ
ナ、スープ

（メニューはモデル献立） タイムスリップして
比べてみよう！

学校給食センターの 今昔と
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
潜
入
取
材

　

子
ど
も
た
ち
の
元
気
を
つ
く
る
学
校
給
食
―
。

　

安
心
・
安
全
な
給
食
を
届
け
る
た
め
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
広
報
担
当
者
が
潜
入
取
材
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
一
日
を
調
理
工
程
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

本
日
の
献
立（
２
月
８
日
）

・
ご
は
ん

・
み
そ
ワ
ン
タ
ン
汁

・
豚
肉
と
エ
リ
ン
ギ
の

　

ス
タ
ミ
ナ
炒
め

・
い
よ
か
ん

・
牛
乳

合
計
：
６
２
８
㌔
カ
ロ
リ
ー

（
小
学
校
高
学
年
）

①食材の搬入 8：00
ＡＭ

②野菜の下ごしらえ 8：30
ＡＭ

生産者の皆さんが大切に育てた
食材を搬入します。数量の確認
や異物の混入もチェックします。

③野菜を切る 8：50
ＡＭ

食材に虫が付いていたり、野菜が
悪くなっていないか確認しなが
ら、３回水槽を変えて洗います。

野菜は、機械の刃を変えながら
工夫をして料理に合った形にな
るように切ります。

④釜での調理 10：30
ＡＭ

⑤食缶へ盛りつけ 11：10
ＡＭ

⑥学校へ向けて出発 11：20
ＡＭ

一つの釜で約 500 人分作ります。
大きな「かくはん棒」でおいしくな
～れと体全体を使い、かき混ぜます。

大きな「ひしゃく」でクラスご
との食缶に盛り付けます。ひしゃ
く一杯で約 10 人分になります。

保温が効いた食缶はコンテナへ
移され、専用のトラックに乗せて
各学校へと出発します。

ここがスゴ
イ！

チェック２

　子どもたちのア
レルギー対策のた
め、専用の調理室
があり、乳製品に
アレルギーがある
方には、乳製品を
除 去 し て 豆 乳 と
米 粉 を 使 っ た シ
チューに変更する
など、個別の対応
を行っています。

ここがスゴ
イ！

チェック１
　「下処理室」や「洗浄室」
など、汚れの可能性がある部
屋は「調理室」と明確に分離
されます。調理員が調理室に
入る際は、手洗い・エアシャ
ワーを行うなど、徹底した衛
生管理が行われています。

◀手からの感染を防ぐため、各扉は自動
ドアまたはフットセンサードア（足を入
れると反応する）になっています。
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南部学校給食センター

◆給食対象校：日野小、延徳小、
平野小、高丘小、南宮中、中野
平中
◆調理能力：2,500 食
◆厨房機器：オール電化
◆床方式：ドライシステム

☎（２２）３５５５ 問

北部学校給食センター

◆給食対象校：中野小、長丘小、
平岡小、科野小、倭小、高社中
◆調理能力：2,000 食
◆厨房機器：オール電化
◆床方式：ドライシステム

☎（２３）３３５６ 

豊田学校給食センター

◆給食対象校：豊井小、永田小、
豊田中
◆調理能力：500 食
◆厨房機器：灯油、ＬＰガス、電

気
◆床方式：ドライシステム

☎（３８）３４６６ 

学校給食センターを紹介！

２０１６．３広報なかの

一日に

の調理が可能 ！！
5,000 食

なん
と！ ３センターで

想いのこもった給食が学校に届けられました

問

問

⑧食器の洗浄・仕分け・収納 1：40
ＰＭ

学校から戻ってきた食器は、大きな汚れを落とした後、お盆や食器
だけでなく食缶やコンテナも洗浄機に入れて洗浄します。洗浄後は
クラスごとに食器を分けてコンテナにしまいます。

給食センター

給食当番の皆さんが配膳しま
す。教室いっぱいにおいしそう
な香りが広がります。

給食センターから献立のお手紙
が届きます。手紙を読めばより
一層給食がおいしくなります。

楽しい給食の時間の始まりで
す。全部おいしそうで、どれ
から食べようか迷っちゃう。

今日もおいしい給食を届けて
くれてありがとう。全部いた
だき「ごちそうさまでした★」

※撮影日：２月12日、15日

ここがスゴ
イ！

チェック３
　コンテナ内にしまわれた食器は、
コンテナとともに消毒装置に設置さ
れます。消毒装置は、コンテナの上
部の開閉装置を開けることでコンテ
ナと接着し、コンテナ内に熱風を送
り込んで殺菌を行います。

◀コンテナの上部と消毒装置が接着する様子。消
毒は給食のある日は毎日行われます。時間は電力
料金の割安な夜間に行われ、翌朝には全ての食器・
コンテナが殺菌された状態になります。

0：00
ＰＭ⑦



給
食
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
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嶋
し ま だ

田　伸
し ん じ

次先生

中野市校長会会長
高丘小学校長

思
い
出
が
詰
ま
っ
た

給
食
の
時
間

　
給
食
と
聞
く
と
、
私
が
小
学
生

の
こ
ろ
、
ア
ル
マ
イ
ト
の
食
器
で

脱
脂
粉
乳
を
飲
ん
だ
り
、
固
い
パ

ン
を
ス
ト
ー
ブ
で
焼
い
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
教
師
に
な
っ
て
か
ら
は
、
先
割

れ
ス
プ
ー
ン
が
お
箸
に
変
わ
っ
た

り
、
牛
乳
の
パ
ッ
ク
が
テ
ト
ラ

パ
ッ
ク
か
ら
ビ
ン
に
変
わ
る
な

ど
、
そ
の
時
代
そ
の
時
代
で
特
色

が
あ
り
ま
し
た
。
違
う
地
域
に

行
っ
た
と
し
て
も
、「
何
を
食
べ

て
い
た
か
」、「
ど
ん
な
食
器
を

使
っ
て
い
た
か
」
な
ど
、
給
食
を

通
し
て
世
代
ご
と
に
話
が
盛
り
上

が
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ

だ
け
給
食
は
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

時
間
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
師
と
し
て
県
内
各
地

を
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
地
域
性

が
出
る
の
も
給
食
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
中
野
市
は
、
旬
な
地
域

食
材
を
使
っ
た
献
立
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
野
菜
や
キ
ノ
コ
、
果
物

な
ど
は
「
こ
ん
な
に
高
級
な
も
の

が
入
っ
て
い
る
の
か
」
と
驚
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ま
だ

食
べ
た
こ
と
が
な
い
も
の
や
、
食

の
好
み
に
関
係
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
食
材
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
家
庭
生
活
も
含
め
て
「
子

ど
も
た
ち
の
食
事
を
平
均
化
し
、

食
べ
物
や
食
べ
方
を
学
べ
る
場
」

だ
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の

見
学
や
栄
養
士
の
先
生
に
お
話
を

聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
機
会
を
通
じ
、
食
材
の

生
産
者
の
方
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ん
が
「
心
を
込
め
て
作
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
給
食
」
を
食
べ

て
い
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
学

ん
で
も
ら
い
、
食
に
興
味
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ

ん
に
は
、
毎
日
お
い
し
い
給
食
を

届
け
て
い
た
だ
く
ほ
か
に
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
や
、
欠
食
な
ど
急
な

変
更
に
も
対
応
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
重
労
働
を
汗
だ
く
に

な
っ
て
こ
な
さ
れ
、
食
の
安
全
を

守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

給
食
を
通
し
て

「
食
」
を
学
ん
で
ほ
し
い

大
好
き
な
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

キーマカレー
＜作り方＞
①サラダ油に、ショウガとニンニクを入
れ、香りが出たら豚ひき肉を固まりが
ないようによく炒める。

②①に、玉ネギ、ニンジンを入れてよく
炒める。

③トマトと調味料（ケチャップ、ソース）
を入れて少し煮る。

④カレールウを入れ、よくかき混ぜなが
ら煮て、仕上げにピーマンを加え完成。

子
ど
も
た
ち
が

材料 分量
（４人分） 切り方など

サラダ油 小さじ１ ―
ショウガ 小さじ １／２ おろしたもの
ニンニク 小さじ １／２ おろしたもの
豚ひき肉 １50 ｇ ―
玉ネギ １個 みじん切り
ニンジン １／３ 本 みじん切り
ピーマン １個 みじん切り
トマト １／２ 個 細かく切る
カレールウ 80ｇ お好みのもの
トマト
ケチャップ 小さじ１ ―

中濃ソース 小さじ１ ―

いつも大人気のＡＢＣスープ。ＡＢＣマカロニが無い場合は、
違うマカロニでも大丈夫！さっと茹でておくのがコツです。

材料 分量
（４人分） 切り方など

玉ネギ １／３ 個 スライス
ベーコン ２枚 １㌢短冊
ニンジン １／5 本 細い短冊
チキン
ブイヨン 適宣 ―

白ワイン 少々 ―
塩 少々 ―
コショウ 少々 ―
しょう油 大さじ１ ―

白菜 大きいもの
１枚 １㌢短冊

チンゲン菜 1/2 株 ２㌢カット
ＡＢＣ
マカロニ ２0 ｇ ―

水 800cc ―

ABCスープ
＜作り方＞
①鍋に水を入れ、沸かしたところに、
玉ネギ、ベーコン、ニンジンを入れ
て煮る。

②ブイヨンと調味料を入れた後、白菜、
チンゲン菜、マカロニを入れて煮込
み完成

※ベーコンはウインナーでも可
※チキンブイヨンが無い場合は、市販
の「コンソメ」や「スープのもと」
でも調理可能です。

※野菜は家にあるもの何でもＯＫ！

希望献立でいつも上位に入るキーマカレー。給食では、ナンに付けて食べ
ますが、食パンに挟んだり、ご飯にかけてもおいしいです！
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春
す の は ら

原　正
ま さ ひ こ

彦さん

中野市学校給食センター
所長

お
い
し
く
て

安
心
・
安
全
な
給
食

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
い
し

く
て
安
心
・
安
全
な
給
食
を
児
童

生
徒
の
皆
さ
ん
に
届
け
る
た
め
、

日
々
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
な
が

ら
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
出
来
立
て
で
温
か

い
給
食
を
届
け
る
た
め
、
仕
上
が

り
が
配
送
ギ
リ
ギ
リ
に
な
る
よ
う

に
、
調
理
員
の
皆
さ
ん
が
時
間
を

逆
算
し
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
早
く
完
成
す
る
こ
と
は
簡

単
に
で
き
ま
す
が
、「
な
る
べ
く

温
か
く
、
お
い
し
い
も
の
を
届
け

た
い
」
と
い
う
職
員
全
員
の
気
持

ち
が
、
給
食
に
は
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
な
食
で
あ
る
た
め

に
、
徹
底
し
た
衛
生
管
理
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
毎
週
１
回
職
員
同

士
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
ど

の
よ
う
な
献
立
を
作
る
か
把
握
し
、

毎
日
全
員
が
ど
の
よ
う
に
動
け
ば

ス
ム
ー
ズ
に
作
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
か
「
作
業
工
程
・
動
線
」

の
打
ち
合
わ
せ
も
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
職
員
全
員
が
協
力

し
合
い
、
よ
り
良
い
給
食
を
届
け

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
も
の
は
地
域
で
食
べ
る

「
地
産
地
消
」
の
考
え
か
ら
、
月

に
１
回
「
食
育
の
日
」
と
し
て
、

地
域
や
県
内
の
特
産
物
を
使
っ
た

献
立
を
作
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の

献
立
に
も
地
域
産
の
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
い
、
平
成
26
年
度
に

は
、
給
食
に
使
用
す
る
主
要
31
品

目
の
57
・
１
％
を
中
野
市
産
で
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
冬
は
作
物
が
収
穫
で
き
な
い
た

め
、
ど
う
し
て
も
量
が
減
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
生
産
者
の
皆
さ
ん

思
い
出
に
残
る
よ
う
な

給
食
を
届
け
る
た
め
に

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
地
域
の
食

材
を
提
供
で
き
る
こ
と
は
、
誰
が

作
っ
た
の
か
が
分
か
り
、
安
心
で

安
全
な
食
事
の
提
供
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
育
の
推
進
の
た
め
、

栄
養
士
な
ど
が
年
に
１
回
以
上
各

学
校
を
訪
問
し
、
食
事
マ
ナ
ー
や

食
の
大
切
さ
な
ど
も
伝
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
努
力

し
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
思
い

出
に
残
る
よ
う
な
給
食
を
、
職
員

全
員
が
想
い
を
込
め
て
子
ど
も
た

ち
に
届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
★

今
日
も
い
た
だ
き
ま
す
！

取材協力：高丘小学校

▲北部および南部学校給食セン
ターでは、３0人までの団体など
を対象に、施設見学（２階専用
フロアからの見学など）や給食
の試食（１食：２６8円）を行っ
ています。給食の試食を希望さ
れる団体の方は、見学の２週間
前までに各学校給食センターに
お申し込みください。

▼「食育の日（春）」の献立

メニュー：紫米ごはん（豊田地
域でとれた紫米）、牛乳、きのこ
汁（味噌も市内産）、豚肉とアス
パラの甘辛あえ（豚肉と凍り豆
腐も長野県産）、かぶの浅漬け

※当番のあいさつに合わせて「いただきます」をする子どもたち
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た
り
、
３
年
生
と
じ
ゃ
が
い
も
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
学
年
に
は
ク
ラ
ブ

活
動
で
、
お
や
き
や
ニ
ラ
せ
ん
べ
い
な
ど

郷
土
料
理
を
教
え
て
い
ま
す
。
中
野
市
産

業
公
社
の
皆
さ
ん
や
畑
の
近
所
の
方
な
ど

に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
食
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

○
掛
け
て
も
ら
う
言
葉
が
力
に

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
さ
ん
か
ら

「
こ
ん
な
に
安
心
な
野
菜
は
な
い
ね
」
と

言
葉
を
掛
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
が
私
た
ち

の
活
動
の
力
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
と
ば
っ

た
り
会
っ
た
と
き
に
、「
フ
ァ
ー
ム
の
お

ば
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
」
と
覚
え
て
い

て
声
を
掛
け
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。長
年
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
き
て
、

こ
う
い
っ
た
つ
な
が
り
が
続
い
て
い
る
の

は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

〇
故
郷
の
味
や
体
験
を
思
い
出
し
て

　
こ
の
地
域
に
は
こ
う
い
う
農
作
物
や
郷

土
食
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
、
小
さ
い
こ
ろ
に
感
じ
た
そ
の
味

や
体
験
を
通
じ
て
、
い
つ
か
大
き
く
な
っ

た
と
き
に
自
分
た
ち
の
故
郷
を
思
い
出
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
は
課
題
で
す
が
、

最
近
若
い
仲
間
も
加
わ
っ
て
く
れ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
励
み
に
、
こ
れ
か

ら
も
元
気
を
出
し
て
私
た
ち
に
で
き
る
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　「
中
野
土
人
形
（
布
袋
）」

　(

奈
良
由
起
夫
さ
ん
制
作
）
…
２
人

問
題

　

市
内
の
３
つ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
１
日
に
合
計
何
食
の
調
理
が
可

能
で
し
ょ
う
？　
　
「
●
●
●
●
食
」

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

（
住
所
記
載
不
要
）

中
野
市
庶
務
課

 

　
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主

　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
世
帯
主
名
を
記
入
の
上
、
今

月
の
広
報
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後

知
り
た
い
情
報
な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、

次
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
３
月
2８
日
㈪
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て

　
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
月
号
の
答
え
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
平
成
26
年
度
の
利
用
者
数
は
？

　
　
　

答
え
・
・
・「
３
万
３
６
４
７
人
」

中
野
市
合
併
10
周
年
記
念

　
子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
な
農
作
物

を
食
べ
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
た

仲
間
が
集
ま
り
、
平
成
12
年
に
立
ち
上
げ

ら
れ
た
豊
田
ふ
る
さ
と
フ
ァ
ー
ム
。

　
今
回
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
や
食
育
活
動

を
行
っ
て
い
る
豊
田
ふ
る
さ
と
フ
ァ
ー
ム

の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供

　
大
根
・
白
菜
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
じ
ゃ
が
い
も
・

長
ネ
ギ
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
玉
ね
ぎ
・
青
大
豆
・

紫
米
・
リ
ン
ゴ
な
ど
を
自
分
た
ち
で
栽
培

し
、
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
豊
田
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
提
供
し
て
い
ま

す
。
量
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
旬
の
も

の
を
少
し
ず
つ
作
っ
て
い
ま
す
。

○
食
育
活
動
で
児
童
と
ふ
れ
あ
い

　
10
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、
豊
井
小
学
校
の

２
年
生
と
大
豆
を
栽
培
し
て
豆
腐
を
作
っ

中野のチカラキラ
リ No.32

お
い
し
い
農
作
物
を

子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
で

豊田ふるさとファーム
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窓口 転居などの手続きはお早めに

こんなとき 手続きの際に必要なもの 手数料 電話での受付
転出・転居するとき 
（水道の使用を止めるとき）

〇印鑑（電話で届け出される場合は、料金の精算の方法、
　転出・転居先の住所、連絡先をお知らせください） 無料 可

転入・転居するとき 
（水道を使い始めるとき）

〇印鑑、手数料※など（料金を口座振替する場合は、口
　座番号、預金通帳登録印鑑をお持ちください）
※手数料は初回料金に合算して請求します

500円 不可

所有者（使用者）が変わるとき
（市民課などに転出入届けを出
しても水道などの名義は変わり
ません）

〇印鑑、土地建物などを購入した場合は、売買契約書の
　写しなど（家族間の異動の場合は電話でも受付可能です） 無料 不可

【例外あり】

こんなとき 手続き期限 手続きの際に必要なもの

他の市区町村また
は海外から引っ越
してきたとき
（転入届）

引っ越してから
14日以内

○転出証明書（転入前に住んでいた市区町村から交付を受けたもの）
○届け出人の印鑑
○年金手帳・年金証書（お持ちの方）
〇通知カード
〇マイナンバーカード（個人番号カード）※お持ちの方
○住民基本台帳カード（転入前からお持ちの方）
○在留カード（外国人住民の方）
○パスポート（海外から引っ越してきた方）
○戸籍謄（抄）本（海外から引っ越してきた方で中野市に本籍のない方）

市内で引っ越した
とき（転居届）

○届け出人の印鑑
○国民健康保険証（加入している方）
○年金手帳・年金証書（お持ちの方）
〇通知カード
〇マイナンバーカード（個人番号カード）※お持ちの方
○住民基本台帳カード（お持ちの方）
○在留カード（外国人住民の方）

他の市区町村また
は海外へ引っ越す
とき（転出届）

引っ越しする
14日前から

○届け出人の印鑑　
○印鑑登録証（登録してある方）
○国民健康保険証（加入している方。学生の場合は、あわせて在学証
明書※）※転出時に用意できない場合は、後日提出

○住民基本台帳カード（お持ちの方）

会社を辞めて国民
健康保険、国民年
金に加入するとき

会社の健康保険を
離脱したときから
14日以内

○届け出人の印鑑
○健康保険離脱証明書（保険の喪失証明）
○年金手帳（お持ちの方）
○パスポート（外国人住民の方）
○通知カードまたはマイナンバーカード（個人番号カード）

会社などに就職し
て国民健康保険を
脱退するとき

会社の健康保険に
加入したときから
14日以内

○届け出人の印鑑
○国民健康保険証
○会社の健康保険証（被扶養者がある場合は、全ての方の保険証）
○通知カードまたはマイナンバーカード（個人番号カード）

問い合わせ・届け出先　市民課窓口係　☎（２２）２１１１（内線２３６）
　　　　　　　　　　　上下水道課営業係　☎（２２）２１１１（内線２８４）
　　　　　　　　　　　地域振興課（豊田支所内）　☎（３８）３１１１（内線１３１）

●市民課関係

【本人確認をさせていただきます】市役所窓口で手続きをする際には、ご本人であることを確認させてい
ただきますので、官公庁から発行された顔写真付きの証明書《運転免許証、パスポート、マイナンバー
カード（個人番号カード）、住民基本台帳カード、在留カードなど》をお持ちください。

　３・４月は、就職や進学、転勤などで引っ越しをする方が多く、窓口が大変混み合いますので、
手続きはお早めにお願いします。

●上下水道関係 　※上下水道課の窓口、または豊田支所で受け付けています。

※土・日・祝日は、閉庁のため届け出の受付および水道の開栓、閉栓の対応はできませんので、事前に届
け出をお願いします。（休日窓口開設日を除く）
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窓口

取り扱い業務 担当課 電話番号
◎戸籍謄抄本、除籍・改製原戸籍謄抄本に関する証明書の交付
◎住民票の写し、住民票記載事項証明書、戸籍の附票の交付
◎印鑑の登録、廃止の申請の受け付け、印鑑登録証明書の交付
◎税関係証明書の交付
◎戸籍届出、住民異動届の受け付け
◎マイナンバーカード（個人番号カード）の交付
◎国民年金保険料免除（学生納付特例を含む）申請の受け付け

市民課
市役所代表

（２２）２１１１

（内線２３６・２３７）

◎市税の納付
◎税関係証明書の作成 税務課 （内線２２７）

◎国民健康保険の加入、脱退手続き 福祉課 （内線２９６）
◎水道の開閉栓手続き
◎水道、下水道料金の支払い 上下水道課 （内線２８４）

休日窓口を開設します
　年度末と年度初めに集中する住民異動などに伴う各種手続きについて、次のとおり休日窓口を開設しま
すので、ご利用ください。

開 設 日　３月20日、27日、４月３日、10日（いずれも日曜日）
時　　間　午前８時３0分～正午
場　　所　市役所本庁の関係課窓口
取扱業務　下表のとおり（ただし、関係機関などに確認が必要となる業務を除きます）

※詳しくは、各業務担当課へお問い合わせください。

　
勤
務
先
を
離
職
、
退
職
な
ど
さ
れ
た
方

で
、
社
会
保
険
の
任
意
継
続
を
し
な
い
場

合
や
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た

方
が
、
新
た
に
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
お
よ
び
脱
退
の
手
続
き
が
そ
れ
ぞ
れ
必

要
に
な
り
ま
す
。

〇
加
入
手
続
き
（
勤
務
先
を
離
職
、
退
職

な
ど
さ
れ
た
方
）

・
勤
務
先
で
発
行
さ
れ
る
健
康
保
険
離
脱

証
明
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
（
本
人
お

よ
び
扶
養
者
分
）

・
届
け
出
さ
れ
る
方
の
印
鑑
お
よ
び
運
転

免
許
証
な
ど

〇
脱
退
手
続
き
（
勤
務
先
の
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
た
方
）

・
勤
務
先
か
ら
発
行
さ
れ
た
健
康
保
険
証

（
本
人
お
よ
び
被
扶
養
者
分
）

・
市
の
国
民
健
康
保
険
証

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
（
本
人
お

よ
び
扶
養
者
分
）

・
届
け
出
さ
れ
る
方
の
印
鑑
お
よ
び
運
転

免
許
証
な
ど

国保

中
野
市
国
民
健
康
保
険

加
入
・
脱
退
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　
ご
家
族
に
勤
務
先
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
が
い
る
場
合
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
、
ご
家

族
の
扶
養
と
な
り
、
勤
務
先
の
健
康
保
険

な
ど
に
加
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
先
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
各
保
険
者
で
要
件
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
担
当
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
と
な
る
主

な
認
定
基
準

・
59
歳
以
下
で
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円

未
満
の
方

・
60
歳
以
上
で
、
年
間
収
入
が
１
８
０
万

円
未
満
の
方

・
障
害
年
金
の
受
給
要
件
に
該
当
し
、
年

間
収
入
が
１
８
０
万
円
未
満
の
方
。

※
過
年
度
に
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
社
会
保
険
等
を
離
脱

し
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
事

例
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
社
会
保
険
等
の

加
入
手
続
き
は
就
業
先
で
行
い
ま
す

が
、
国
民
健
康
保
険
の
離
脱
手
続
き
は

ご
自
身
で
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
必
要
な
手
続
き
を
お
忘
れ
な

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
９
６
・
３
０
４
）

地
域
振
興
課
市
民
生
活
係（
豊
田
支
所
内
） 

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

社
会
保
険
な
ど
の
扶
養

手
続
き
に
必
要
な
も
の
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◆
中
野
地
区

中
町
‐
鈴す

ず

き木
敏と

し
あ
き晃
、
西
町
‐
土つ

ち

や屋

幸ゆ
き
み
つ光

、
東
町
‐
関せ

き

洋よ
う
い
ち一

、
松
川
‐

山や
ま
ぎ
し岸
恒つ

ね

お夫
、
普
代
‐
畔あ

ぜ
が
み上
義よ

し
ま
さ政
、

東
松
川
‐
横よ

こ

た田
明あ

き
ひ
こ彦

、
一
本
木
‐

滝た
き
ざ
わ澤
君き

み

お雄
、
栗
和
田
‐
本ほ

ん

だ多
剛つ

よ
し

、

西
条
‐
髙た

か
は
し橋

和か

ず

み美
、
上
小
田
中

‐
町ま

ち

だ田
茂し

げ
る

、
下
小
田
中
‐
竹た

け
う
ち内

利と
し
み
つ光

、
東
吉
田
‐
内う

ち
ぼ
り堀

隆た

か

し志

◆
日
野
地
区　

間
山
‐
小こ

ば
や
し林

中ひ
と
し

、
新
野
‐
池い

け

だ田

　
平
成
28
年
度
中
野
市
区
長
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
各
役
員
が
次

の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
　
滝
澤
君
雄

副
会
長
　
宮
﨑
昌
人
、
松
島
栄
太

郎
、
佐
藤
久
夫
、
町
井
清
和

理
事
　
下
田
正
人
、
唐
木
田
義

博
、
武
田
金
一
、
江
口
明
男
、

佐
々
木
忍
、
小
林
克
彦
、
松
本
章

区
長
会
役
員
が
決
定

※
敬
称
略

惠け
い
い
ち一

、
更
科
‐
小こ

ば
や
し林

暉て

る

お夫
、
高
遠

‐
田た

が

わ川
達い

た
る

、
東
山
‐
下し

も

だ田
正ま

さ

と人

◆
延
徳
地
区
　

桜
沢
‐
原は

ら

武た

け

お男
、
大
熊
‐
池い

け

だ田

幸ゆ

き

お男
、
北
大
熊
‐
髙た

か

だ田
国く

に
と
し利

、
小

沼
‐
渡わ

た
な
べ辺

正ま
さ
あ
き昭

、
篠
井
‐
山や

ま
も
と本

和か
ず
ゆ
き幸

、
新
保
‐
宮み

や
ざ
き﨑

昌ま

さ

と人

◆
平
野
地
区　

西
江
部
‐
唐か

ら

き

だ

木
田
義よ

し
ひ
ろ博

、
東
江
部

‐
湯ゆ

も

と本
定さ

だ
ゆ
き幸
、
泉
‐
奥お

く
む
ら村
豊ゆ

た
か

、
岩

船
‐
中な

か
じ
ま嶋

正ま
さ
と
し敏

、
片
塩
‐
堀ほ

り
う
ち内

貢み
つ
ぐ

、

七
瀬
‐
松ま

つ

い井
義よ

し
ふ
み文

、
吉
田
‐
竹た

け
う
ち内

恒つ

ね

お夫
、
長
嶺
‐
白し

ら

い井
勲い

さ
お

◆
高
丘
地
区　

安
源
寺
‐
丸ま

る
や
ま山

務つ
と
む

、
草
間
‐
芝し

ば
う
ち内

敏と
し
ゆ
き幸

、
日
和
‐
湯ゆ

で

が

わ

出
川
久き

ゅ
う
じ治

、
立

ケ
花
‐
北き

た
は
ら原

昭あ

き

お夫
、
牛
出
‐
髙た

か
や
ま山

文ふ

み

お雄
、
栗
林
‐
松ま

つ
し
ま島

栄え
い
た
ろ
う

太
郎
、
大

俣
‐
馬ば

ば場
友と

も
ゆ
き行

◆
長
丘
地
区

田
麦
‐
江え

も

と本
清き

よ
か
ず一

、
厚
貝
‐
藤ふ

じ
さ
わ澤

繁し

げ

お男
、
壁
田
‐
武た

け

だ田
金き

ん

い

ち一
、
古
牧

‐
髙た

か
や
ま山
幸ゆ

き

お雄

◆
平
岡
地
区　

竹
原
‐
田た

な

か中
義よ

し
ひ
ろ博

、
金
井
‐
綿わ

た
ぬ
き貫

庄し
ょ
う
い
ち市

、
西
笠
原
‐
塚つ

か

だ田
栄え

い
い
ち一

、
東

笠
原
‐
山や

ま

だ田
澄す

み

お夫
、
新
井
‐
藤ふ

じ
さ
わ澤

一か
ず
の
り範
、
若
宮
‐
小こ

じ

ま島
德の

り
し
げ重
、
北
間

長
瀬
‐
佐さ

と

う藤
久ひ

さ

お夫
、
南
間
長
瀬
‐

田た

な

か中
章あ

き
ひ
ろ浩
、
長
元
坊
‐
猪い

の
は
ら原
誠せ

い

じ二

◆
科
野
地
区　

赤
岩
‐
江え

ぐ

ち口
明あ

き

お男
、
深
沢
‐
風か

ざ

ま間

　
平
成
28
年
度
中
野
市
区
長
会
定

期
総
会
を
２
月
19
日
、
長
野
県
中

野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
域
自
治
の
先
頭
に
立
っ
て
ご

尽
力
い
た
だ
く
各
地
区
の
区
長
の

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
２８
年
度 

区
長
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

▲滝澤君雄会長と新役員の皆さん

伸し
ん
い
ち一

、
越
‐
荻お

ぎ
わ
ら原

義よ
し
み
つ光

◆
倭
地
区　

岩
井
‐
佐さ

さ

き

々
木
忍し

の
ぶ

、
岩
井
東
‐

清し

み

ず水
正ま

さ

し志
、
田
上
‐
三み

つ

い井
源も

と

お夫
、

柳
沢
‐
三み

つ

い井
至い

た
る

、
中
小
屋
‐
山や

ま
ぎ
し岸

修お
さ
む

、
牧
ノ
入
‐
石い

し

い井
博ひ

ろ
し

◆
豊
津
地
区　

替
佐
‐
町ま

ち

い井
清き

よ
か
ず和
、
笠
倉
‐
割わ

り

た田

孝た
か
し

、
硲
‐
三み

つ

い井
善よ

し

と登
、
奥
手
山
‐

宮み
や
も
と本
善よ

し
は
る治
、
美
沢
‐
平ひ

ら
や
ま山
修し

ゅ
う
じ嗣

◆
上
今
井
地
区　

上
今
井
‐
小こ

ば
や
し林

克か
つ
ひ
こ彦

◆
永
田
地
区　

穴
田
‐
町ま

ち

だ田
好よ

し

お雄
、
毛
野
川
‐

長な
が
さ
わ澤

壽ひ
さ
し

、
南
永
江
‐
松ま

つ
も
と本

章あ
き
ら

、
北

永
江
‐
青あ

お

き木
隆た

か

お雄
、
梨
久
保
‐

鈴す

ず

き木
逸い

つ

お雄
、
涌
井
‐
水み

ず

の野
義よ

し
た
か孝

、

親
川
‐
黒く

ろ
い
わ岩

鐵て

つ

と人
、
三
俣
‐
瀧た

き

の野

文ふ
み
あ
き昭

、
赤
坂
‐
田た

な

か中
豊と

よ

み美
、
豊
田

深
沢
‐
荒あ

ら

い井
一か

ず
ま
さ正

区長

①
交
付
の
準
備
が
で
き
ま
し
た

ら
、
市
か
ら
交
付
場
所
、
必
要

な
持
ち
物
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
を

ご
自
宅
に
お
送
り
し
ま
す
。

②
必
要
な
持
ち
物
を
お
持
ち
に
な

り
、
交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
期
限
ま
で
に
、
記
載
さ
れ
た

交
付
場
所
に
ご
本
人
が
お
越
し

く
だ
さ
い
。

③
交
付
窓
口
で
本
人
確
認
の
上
、

暗
証
番
号
を
設
定
し
て
い
た
だ

き
、
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。

※
交
付
に
は
、
お
一
人
約
20
～
３0

分
掛
か
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
で
の
予
約
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

制度
Ｑ　

通
知
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

の
違
い
は
何
で
す
か
？

Ａ　

通
知
カ
ー
ド
は
、
住
民
登
録

の
あ
る
全
て
の
方
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
お
知
ら
せ

し
た
も
の
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

確
認
は
で
き
ま
す
が
、
本
人
確
認

書
類
と
し
て
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

よ
く
あ
る
質
問　

Ｑ
＆
Ａ

月日・曜日・受付時間 交付場所

平
日

月・火・木・金曜日
時間：午前８時30分～午後５時15分 本庁舎：市民課

豊田支所：地域
振興課水曜日

時間：午前８時30分～午後８時

休
日

下記の日曜日
時間：午前８時30分～正午
【３月】６日、20日、27日
【４月】３日、10日

本庁舎：市民課

▼３月から４月10日㈰までの交付日時など

※水曜日の午後７時以降および３月20日は、即日交付が
できません。後日、本人限定郵便でお送りします。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

始
ま
っ
て
い
ま
す　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
は
、
ご
本
人
の
申

請
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
、
顔
写
真

付
き
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ー

ド
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認

お
よ
び
本
人
確
認
書
類
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
通

知
カ
ー
ド
が
、
ま
だ
お
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
窓
口
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
４
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
の
交
付
の
流
れ



12２０１６．３ 広報なかの

　
市
で
は
、
市
政
運
営
の
最
も
基

本
と
な
る
「
総
合
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　「
交
流
、
連
携
、
協
働
」
で
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
緑
豊
か

な
ふ
る
さ
と
　
文
化
が
香
る
元
気

な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
幅
広
い

市
民
参
加
を
念
頭
に
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
、若
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

市
民
懇
談
会
の
実
施
な
ど
、
多
数

の
ご
意
見
を
得
な
が
ら
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
種
団
体
の
代
表
や
公

募
の
委
員
で
構
成
す
る
「
中
野
市

総
合
計
画
審
議
会
」（
山
田
彰
一

会
長
）
に
お
い
て
、
全
７
回
に
わ

た
る
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
基
本
計
画
に
つ

い
て
「
地
域
の
財
産
で
あ
る
豊
か

な
自
然
と
歴
史
・
文
化
を
守
り
、

次
代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
・
学
校
教
育
環
境
の
充
実
、

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
、産
業
・

雇
用
の
創
出
に
取
り
組
み
、
人
口

減
少
の
抑
制
に
努
め
、
活
力
あ
る

第２次中野市総合計画を策定しました
平成28年度 → 平成37年度

～
将
来
都
市
像
～

『
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と

【基本政策１】
未来のふるさとを担う子どもたちを育む
まちづくり（子育て・学校教育）

【基本政策２】
支えあい健やかに暮らせる健康長寿の
まちづくり（健康・福祉）

【基本政策３】
にぎわいと活力あふれるまちづくり（産業・雇用）

【基本政策４】
ふるさとを学び育つ文化のまちづくり

（文化・生涯学習）

【基本政策５】
安心・安全な住みよいまちづくり（定住環境）

【基本政策６】
市民参加と協働のまちづくり（協働・行政経営）

⇒①健やかに産み育てる環境の整備、
②子育て支援の推進、③学校教育の
充実、④子どもの健全な育成の推進

⇒①健康長寿のまちづくり、②地域
医療体制の充実、③地域が支えあ
う福祉体制の確立

⇒①地域資源をいかした産業の創出、
②雇用機会の充実と安定、③農林業
の振興、④商工業の振興、⑤観光・
交流の振興、⑥中心市街地の活性化

⇒①文化芸術の振興、②社会教育・生
涯学習の充実、③地域の歴史・文化
の保存と活用、④スポーツの振興

⇒①防災対策の推進、②消防・救急
体制の充実、③防犯・交通安全対
策の強化、④衛生環境の向上と資
源循環型社会の構築、⑤水の安全
供給、⑥身近な生活基盤の充実

⇒①コミュニティ活動・市民活動の推進、②男女共
同参画、人権・平和尊重社会の形成、③情報発信
力の強化、④ＩＣＴ活用の推進、⑤広域行政の推
進、⑥成果重視による市民満足度の高い行政経営
の推進、⑦持続可能な財政運営の推進

策
定
ま
で
の
経
過

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
図
る

こ
と
」
と
の
意
見
が
附
さ
れ
、
２

月
10
日
、
市
長
に
答
申
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
基
本
構
想
は
、
市
議
会

12
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
計
画
の
構
成
と
計
画
期
間

　
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基

本
計
画
、
実
施
計
画
の
３
部
で
構

成
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
、
平
成
28
年
度
を

初
年
度
に
、
平
成
37
年
度
ま
で
の

10
年
間
で
、
前
期
基
本
計
画
は
、

平
成
33
年
度
ま
で
の
６
年
間
と
し

て
い
ま
す
。

　
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、
計
画

期
間
を
３
年
間
と
し
て
、
毎
年
見

直
し
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
計
画
に
は
施
策
毎

に
成
果
目
標
（
指
標
）
を
定
め
て

お
り
、
指
標
の
値
を
定
期
的
に
点

検
し
、
計
画
の
達
成
度
を
確
認
で

き
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

※
第
２
次
中
野
市
総
合
計
画
の
詳

し
い
内
容
は
、
３
月
中
旬
に
全

戸
配
布
予
定
の
「
概
要
版
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

６つの基本政策 本計画では、次の６つの基本政策のもとで、各種施策を体系化しています。

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
』
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　実施計画とは、第２次中野市総合計画に掲げた施策を具体化するための計画で、毎
年度の予算編成の指針になるものです。計画期間は３カ年で、毎年見直しを行います。
　本市においては、人口減少という大きな社会構造の変化や経済環境に対応しつつ、
限られた財源の中で市民の皆さんが「安心、安全に暮らせるまちづくり」、「人づくり」、
「注目されるまちづくり」のため、各種施策を推進する計画を策定しました。
　３カ年の計画は、全113事業、総額約12６億３千万円で、主な事業は次のとおりです。

実施計画（平成28～30年度）

　計画策定に先立ちパブリックコメントを実施した結果、ご意見はありませんでした。
○パブリックコメントの結果

事　業　名
（３カ年の合計事業費） 内　容

　　遊休荒廃農地対策事業
（2,778万円）

遊休荒廃農地の減少と再生
を図るため、総合的に支援
します。

　　新規就農者支援事業
（２億3,556万円）

地域農業の担い手を確保・
育成するために、助成する
とともに、就農希望者への
情報発信を強化します。

　　移住支援事業
（1,595万円）

「信州なかの」を広くPRし、
暮らしに必要な情報提供等に
よる移住支援を行います。

　　中心市街地店舗改修支
援事業

（1,500万円）

既存店舗、空き店舗の改修
費の一部を補助し、活力と
にぎわいのある商店街づく
りを推進します。

　　（仮称）童謡・唱歌の
ふるさと信州中野音
楽祭事業　　

　 （1,697万円）

既存のアンサンブルフェス
をリニューアルし、「童謡・
唱歌のふるさと信州中野」
であることを情報発信しま
す。

　　多目的防災広場整備
　　事業

（２億6,150万円）

都市防災機能向上のため、
旧中野高校校舎の一部を解
体撤去して整備します。

　　自主防災組織活動支援
等補助事業

 （252万円）
自主防災組織の組織率向上
と強化を図ります。

　　（仮称）若者・女性に
よる自由提案型コン
ペ事業

 （360万円）

若者・女性が自由に企画提
案するコンペを実施し、優
秀提案事業の事業費の一部
を補助します。

　　新庁舎整備事業
 （38億9,068万円）

老朽化などから、現庁舎敷
地に建て替えます。

事　業　名
（３カ年の合計事業費） 内　容

　　巡り合いセッティング
事業

（3,261万円）
若い世代の結婚の希望を実
現します。

　　健康長寿のまち推進
事業（すこやか赤
ちゃん事業）

（4,053万円）

妊娠前から子育てまで切れ
目のない支援で、すこやか
に産み育てる環境を整えま
す。

　　保育所整備事業
（12億6,600万円）

保育所整備計画に基づき、
老朽化した保育所を順次改
築します。

　　小・中学校キャリア
教育推進事業

（656万円）

子どもたちの発達段階にふ
さわしいキャリア教育を推
進します。

　　小学校外国語教育推
進事業

（2,720万円）

総合的な英語力の向上を推
進します。

　　健康長寿のまち推進
事業（健康寿命延伸
対策事業）

（329万円）

市民の健康に対する意識を
高め、健康寿命の延伸を図
ります。

　　北信総合病院再構築
財政支援事業
（３億6,073万円）

ＪＡ長野厚生連北信総合病
院の再構築に係る財政支援
を行います。

　　手話奉仕員育成事業
（153万円）

手話ボランティアを育成し
ます。

　　女性のための就職支
援事業

（1,680万円）

セミナーなどを開催し、女
性の就職を支援します。

計画書の閲覧場所
政策情報課、豊田支所地域振興課、市公式ホームページ（http://www.city.nakano.nagano.jp）
問い合わせ先
政策情報課政策推進係　☎（２２）２１１１（内線２１６）　Ｅメール seisaku@city.nakano.nagano.jp

【記号の説明】
…　新規新 継 …　継続 戦 …　総合戦略

新
戦

新
戦

継

継
戦

新
戦

新
戦

継

新

戦
継

継
戦

継
戦

新
戦

新
戦

新
戦

継

新
戦

新
戦

継



1４２０１６．３ 広報なかの

　公共施設（ハコモノ）・公共インフラ（道路・橋りょう・上下水道など）
の老朽化対策が大きな課題となる中、今後、人口減少などにより、その利
用需要が減少すると予想されています。
　市では、公共施設などを長期的視点で長寿命化・更新・統廃合などを計
画的に行い、財政負担を軽減・平準化するとともに、最適な配置を実現す
るため、中野市公共施設等総合管理計画の策定を進めています。
　この度、本計画に基づく総合的かつ計画的な取り組みの推進により、持
続的なまちづくりを目指すため、「中野市公共施設等総合管理計画（案）」
を作成しました。計画をよりよいものにするため、広く市民の皆さんから
ご意見を募集します。

中野市公共施設等総合管理計画（案）に対するご意見募集

問い合わせ・提出先
〒383-8614（住所記載不要）
政策情報課行政管理係　　☎（２２）２111（内線401）　ファクス（２6）034９
Ｅメール　gyosei@city.nakano.nagano.jp

〇募集内容　中野市公共施設等総合管理計画（案）に対する意見
〇管理計画（案）の公表場所　政策情報課、北部公民館、西部公民館、豊田支所地域振興課、市公式ホー
ムページ

〇提出方法　任意の様式に、住所、氏名、連絡先を明記の上、「中野市公共施設等総合管理計画（案）に
対する意見」と記載し、政策情報課へ直接お持ちいただくか、郵送、ファクスまたは Eメールでご提
出ください。

〇募集期限　3月２２日㈫
〇更新費用の推計　下表のとおり

投資的経費※１

過去５年実績
単年平均　（Ａ）

推計 倍率
Ｂ／Ａ今後 40年累計 単年平均　（Ｂ）

公共施設 8.1億円 919.6億円 ２3.0億円 ２.8

道路 6.7億円 473.3億円 11.8億円 1.8

橋りょう 0.1億円 50.1億円 1.3億円 13.0

上水道 1.5億円 354.0億円 8.９億円 5.９

下水道 0.6億円 407.９億円 10.２億円 17.0

合計 17.0億円 ２,２04.９億円 55.1億円 3.２

（注）各項目の金額と合計は、一致しない場合があります。

　総務省提供ソフトを活用し、公共施設などの更新費用を試算（詳しい試算方法は計画（案）をご覧く
ださい）したところ、今後40年間の更新費用は年平均額で約55.1億円となり、過去5年間の費用と比べ
て3.２倍のコストが必要と試算されました。
　このため、市では、将来の財政力を見据えつつ、適正な総資産量の保持に努めるため、次のとおり目
標を設定しました。

今後10年間で、公共施設の延床面積を20％縮減、公共インフラの延長を現状維持

※1）投資的経費とは、公共施設や公共インフラの建設費、大規模修繕費などの普通建設事業費や災害復
旧事業費など、資本形成のための経費です。



1５ ２０１６．３広報なかの

　『
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
』
に

は
、「
首
都
圏
」
と
「
関
西
」
の

２
つ
の
会
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ『
郷

土
愛
を
基
調
と
し
た
会
員
相
互
の

親
睦
お
よ
び
ふ
る
さ
と
「
信
州
中

野
」
と
の
交
流
』
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
で
は
２
年
に
１
度
、
総

会
を
開
催
し
、
ふ
る
さ
と
の
仲
間

と
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
次
回
の
総
会
開
催
日
は

首
都
圏
が
平
成
２9
年
４
月
、
関
西

は
平
成
２9
年
11
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
市
か
ら
会
員
の
皆
さ
ん

に
中
野
市
の
出
来
事
な
ど
を
ま
と

め
た
情
報
誌
や
、
季
節
の
ギ
フ
ト

カ
タ
ロ
グ
の
ご
案
内
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

 

会
員
募
集

　
首
都
圏
・
関
西
の
両
ふ
る
さ
と

信
州
中
野
会
で
は
、
新
規
会
員
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
の
方
や
、
親
戚
、
友
人
な

ど
で
本
市
出
身
の
県
外
在
住
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ふ

る
さ
と
信
州
中
野
会
お
よ
び
会
員

募
集
に
つ
い
て
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
な
お
、
入
会
金
・
年
会
費
は

無
料
で
す
。

 

入
会
方
法

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
、
本
市
の

出
身
地
区
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
い

ず
れ
か
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）

営
業
推
進
課
観
光
交
流
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
３
）

フ
ァ
ク
ス
�
５
９
２
４

Ｅ
メ
ー
ル
　furusato@city.nakano.

nagano.jp

「
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
」の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

募集

▲平成 27 年度首都圏ふるさと
信州中野会総会の様子

　
市
で
は
、
市
内
の
臨
床
研
修
病

院
の
指
定
を
受
け
た
病
院
（
以
降

「
市
内
の
病
院
」）
の
医
師
と
し
て

従
事
し
よ
う
と
す
る
志
の
あ
る
医

学
生
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
の
貸

し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２8
年
度
の
貸
付
希
望
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
貸
付
対
象
者
　
大
学
に
お
い
て

医
学
を
専
攻
し
て
い
る
者
で
、

卒
業
後
３
年
以
内
に
市
内
の
病

院
の
医
師
と
し
て
従
事
す
る
意

思
を
有
す
る
者

○
貸
付
金
額
　
月
額
２0
万
円
（
限

度
）

○
貸
付
期
間
　
貸
付
決
定
の
月
か

ら
大
学
卒
業
の
月
ま
で

○
貸
付
条
件
　
市
内
の
病
院
に
お

い
て
貸
付
期
間
と
同
一
期
間
勤

務
す
る
こ
と

○
募
集
人
員
　
２
人

○
募
集
期
間
　
募
集
人
員
に
達
す

る
ま
で

医
学
生
の
奨
学
資
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

医療

出
品
業
者
を
募
集
し
ま
す

募集

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

　
本
市
の
知
名
度
の
向
上
や
産
業

振
興
を
図
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
者
に
市
内
産
農
産
物
や

特
色
あ
る
品
物
な
ど
を
返
礼
品
と

し
て
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
平
成
２7
年
度
は

1２
月
末
ま
で
で
、
全
国
か
ら
延
べ

２
万
件
を
超
え
る
ご
寄
附
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
２8
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
の
取
扱
い
品
目
の
さ
ら

な
る
拡
充
を
図
る
た
め
、
よ
り
多

く
の
返
礼
品
の
募
集
を
行
い
ま

す
。

　
こ
れ
ぞ
中
野
市
と
い
っ
た
逸
品

や
、
知
る
人
ぞ
知
る
隠
れ
た
名
品

な
ど
を
生
産
・
製
造
さ
れ
て
い
る

方
は
、
次
の
と
お
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
募
集
商
品
　
市
内
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
、製
造
さ
れ
た
食
品
・

製
品
な
ど
で
、
一
般
財
団
法
人

中
野
市
産
業
公
社
へ
納
品
す
る

こ
と
が
で
き
、
贈
答
品
と
し
て

宅
配
可
能
な
も
の

○
申
し
込
み
方
法
　
一
般
財
団
法

人
中
野
市
産
業
公
社
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
応
募
期
限
　
３
月
31
日
㈭

○
取
扱
者
　
一
般
財
団
法
人
中
野

市
産
業
公
社

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

一
般
財
団
法
人
中
野
市
産
業
公
社

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９
）

営
業
推
進
課
観
光
交
流
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
３
）

○
返
還
の
免
除
　
貸
付
期
間
と
同

一
の
期
間
を
市
内
の
病
院
で
勤

務
し
た
場
合
、
全
額
免
除
と
な

り
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）
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新
斎
場
「
北
信
斎
場
た
び
だ
ち
の
森
」

斎場

　

現
在
、
北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
が
豊

津
地
籍
に
建
設
中
の
新
斎
場
が
、
５
月
１

日
㈰
か
ら
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
長
野
市
豊
野
町

川
谷
地
籍
の
現
斎
場
は
、
４
月
30
日
㈯
を

も
っ
て
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。

　

新
斎
場
の
施
設
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

〇
所
在
地　

豊
津
３
８
５
４
番
地
１

〇
主
な
設
備　

火
葬
炉
３
基
、
告
別
室
２

室
、
収
骨
室
２
室
、
待
合
室
３
室
、
授

乳
室
、
ト
イ
レ
な
ど

の
供
用
開
始
に
つ
い
て

〇
斎
場
使
用
料　

左
記
の
と
お
り

〇
休
業
日　

１
月
１
日
お
よ
び
組
合
長
が

別
に
定
め
る
日
（
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

〇
そ
の
他　

供
用
開
始
後
、
６
月
末
ま
で

外
溝
工
事
を
行
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
事
務
局

☎
�
５
０
６
０

区分
使用料

斎場関係市町
の住民

斎場関係市町
の住民以外

12歳以上 12,000 円 40,000 円

12歳未満 9,000 円 30,000 円

死産児 6,000 円 20,000 円

死産児未満
ほか 6,000 円 6,000 円

▼斎場使用料金表

▲斎場のイメージ

中
野
市
子
ど
も
読
書
活
動

読書

　

家
庭
読
書
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
、
第

２
回
中
野
市
子
ど
も
読
書
活
動
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
賞
」
と
し
て
、
日
ご
ろ
の
家
庭
で
の

読
書
活
動
の
様
子
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
全
７
作

品
の
う
ち
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
賞
を
受
賞
し
た

３
作
品
を
２
月
21
日

開
催
の
「
平
成
2７
年

度
生
涯
学
習
市
民
の

つ
ど
い
」
で
表
彰
し

ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〇
受
賞
者　

風
間
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
新
保
）、

湯
出
川
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
草
間
）、
小
林

フ
ァ
ミ
リ
ー
（
三
ツ
和
）

※
受
賞
作
品
は
、
市
立
図
書
館
と
豊
田
支

所
に
掲
示
し
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
く
だ

さ
い
。）
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係
（
豊
田
支

所
内
）

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
３
）

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
」
の
募
集
結
果

受賞者の発表の様子

▲ＱＲコード

　

平
成
2７
年
度
の
研
究
・
調
査
成
果
を
紹

介
す
る
「
ふ
る
さ
と
レ
ポ
ー
ト
発
表
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

中
央
大
学
の
山
崎
研
究
室
と
共
同
で

行
っ
て
い
る
災
害
史

の
研
究
の
ほ
か
、
博

物
館
講
座
の
野
鳥
・

植
物
・
石
仏
な
ど
に

つ
い
て
の
市
民
に
よ

る
研
究
成
果
な
ど
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
口
頭
発
表

開催

ふ
る
さ
と
レ
ポ
ー
ト
発
表
会

の
ほ
か
、
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
る
発
表
も
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

〇
期
日　

3
月
20
日
㈰

〇
時
間　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

〇
会
場　

中
央
公
民
館
2
階
教
室
・
働
く

婦
人
の
家
2
階
軽
運
動
室

〇
定
員　

50
人

〇
入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
立
博
物
館

☎
�
２
０
０
５

昨年度の様子
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中
野
市
合
併
１０
周
年
記
念

開催

　
「
童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
、

音
楽
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
公
募
に
よ
り
地
元
音
楽
団
体
が
出

演
す
る
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
期
日　

3
月
12
日
㈯

○
時
間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

○
会
場　

中
山
晋
平
記
念
館

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

○
入
館
料　

公
演
時
無
料

○
出
演
団
体　

平
野
ス
カ
イ
（
コ
カ
リ

ナ
）、
木
曜
会
（
合
唱
）

○
内
容　

晋
平
・
辰
之
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
中

野
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
空
み
あ
げ
て
」

の
演
奏
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

中
山
晋
平
記
念
館

☎
�
７
０
５
０

「
中
野
市
す
ぐ
メ
ー
ル
」
へ
の

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
安
心
で
安
全
な
生

活
を
お
送
り
い
た
だ
く
た
め
、
防
災
行
政

無
線
の
放
送
内
容
や
緊
急
防
災
情
報
な
ど

を
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
電
子
メ
ー

ル
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
登
録
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ
ー
ル

お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
料
金

は
、
登
録
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
た
め
に
は
、

利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
登
録
方
法　

右
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
表
示
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク

セ
ス
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

政
策
情
報
課
情
報
統
計
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

防災

ご
登
録
は
お
済
み
で
す
か

▲QRコードを読み
　取りください

※ＱＲコードを使
用 し な い 場 合
は、専用アドレス
(t-nakano@sg-m.
jp)宛に空メールを
送信してください。

景観ウォーキング２０１6
～桜と芭蕉の句碑めぐり～

　豊かな自然や、歴史文化と調和した素晴らしい景観を発見するこ
とを目的に、景観ウォーキング2016を開催します。
　大勢の皆さんの参加をお待ちしています。

問い合わせ・申し込み先
中野市景観・美化推進協議会事務局（都市計画課内）　☎（２２）２111（内線２７3）

○期日　４月1７日㈰
○日程　受付：午前８時、スタート：午前８時30分、解散：正午（予定）
○受付場所　中野陣屋前広場公園
○コース　中野陣屋・県庁記念館を発着点とし、桜の名所である東山公園の
ほか、松尾芭蕉の句碑が残された常楽寺や南照寺などを巡る歩行距離全長
約７㌔
○参加費　300円（定員：30人程度）
○申し込み期間　3月1４日㈪～４月６日㈬
○申し込み方法　都市計画課、豊田支所地域振興課において配布している参
加申込書により、お申し込みください。
○主催　中野市景観・美化推進協議会　

開催

▲南照寺の句碑※申し込み者多数の場合は、先着順で受け付けを終了する場合がありますので
ご了承ください。
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土
人
形
の
愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ
を
感
じ

て
も
ら
お
う
と
、
第
10
回
土
人
形
絵
付
け

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
外

か
ら
３
部
門
で
３
９
６
点
の
応
募
が
あ
り
、

２
月
９
日
に
審
査
会
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
と
お
り
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年（
以
下
）の
部

最
優
秀
賞	

山や
ま
し
ろ城

歩ほ

の

か

乃
花
さ
ん
（
中
野
小
２
年
）

優
秀
賞	

丸ま
る
や
ま山

瑞み

ず

き姫
さ
ん
（
中
野
小
３
年
）

島し

ま

だ田
来く

る

み美
さ
ん
（
栃
木
県
・
旭
小
３
年
）

髙た
か
は
し橋

快か

い

り光
さ
ん
（
長
丘
小
３
年
）

▲山城歩乃花さん
　の作品

土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
発
表

小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

田た

な

か中
美み

ほ帆
さ
ん
（
平
岡
小
６
年
）

優
秀
賞	

仲な

か

の野
豪ご

う

さ
ん
（
山
ノ
内
東
小
５
年
）

滝た
き
ざ
わ沢

萠も
え

さ
ん
（
中
野
小
４
年
）

保ほ

し

な科
光み

ゆ

う優
さ
ん
（
平
野
小
５
年
）

▲田中美帆さん
　の作品

中
野
ひ
な
市

北
信
州
に
春
を
呼
ぶ

　
北
信
州
の
春
の
風
物
詩
「
中
野
ひ
な

市
」
が
3
月
31
日
㈭
、
4
月
1
日
㈮
に
市

街
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

中
野
土
び
な
展
示
即
売
会

　
郷
土
玩
具
中
野

土
人
形
（
中
野
人

形
、
立
ヶ
花
人

形
）
を
抽
選
販
売

し
ま
す
。

　
な
お
、
即
売
会

の
前
に
出
品
人
形

を
見
学
で
き
ま
す
。

○
展
示　

３
月
26
日
㈯
～
３0
日
㈬　

午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分

３
月
３１
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午

　

会
場　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

○
即
売
に
当
た
っ
て
の
抽
選

　
３
月
３１
日
㈭
　
午
前
11
時~

　
会
場
　
陣
屋
前
の
柳
通
り

○
即
売
会　

３
月
３１
日
㈭　

午
後
２
時~

　

会
場　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

　

※
抽
選
会
の
当
選
者
の
み
購
入
で
き
ま

す
。
ま
た
、
購
入
品
は
そ
の
場
で
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。
　

　愛知三河系の流れをくむ
西原家の「立ヶ花人形」は、
歌舞伎物（静

し ず か ご ぜ ん

御前・八
や え が き

重垣
姫
ひめ

など）が多く、現在 50 種
類余が制作されています。
　武者物は、いかにも強そ
うな表情で、人の心を引き
つけます。今年は新たに型
をとって作った大

お お い し く ら の す け

石内蔵助
が登場します。

西原家５代目
 西

に し は ら

原久
く み え

美江

奈良家５代目
奈

な ら

良久
ひ さ お

雄　  （左）
奈良家６代目

奈
な ら

良由
ゆ き お

起夫　  （右）

　京都伏見系の流れをくむ
奈良家の「中野人形」は、
教訓説話物や風俗物などを
中心に約百数十種類余が制
作されています。
　小型の童

ど う じ

子ものが多く、
可愛らしい表情は見る者を
和ませます。今年は、大河
ドラマで話題の真

さ な だ

田信
の ぶ し げ

繁
（幸

ゆき む ら

村）が登場です。

～西原家の立ヶ花人形～ ～奈良家の中野人形～

さん

さん

さん
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期
間
　
３
月
２0
日
㈰
～
４
月
１
日
㈮

会
場
　
中
心
市
街
地
活
性
化
施
設

（

中
町
公
会
堂
隣
り）

問
い
合
わ
せ
先
　

営
業
推
進
課
観
光
交
流
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

▲矢島路子さんの作品

一
般
の
部

最
優
秀
賞	

矢や

じ

ま島
路み

ち

こ子
さ
ん
（
吉
田
）

優
秀
賞	

宮み
や
ざ
わ沢
淳じ

ゅ
ん

さ
ん
（
長
野
市
）

山や
ま
ぐ
ち口

倫の

り

こ子
さ
ん
（
大
町
市
）

樋と

よ

だ田
洋よ

う
へ
い平

さ
ん
（
小
布
施
町）

　
こ
の
ほ
か
、
佳
作
に
30
点
（
各
部
門
10

点
）
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
な
お
、
表
彰
式
は
、
３
月
２0
日
㈰
午
前

９
時
30
分
か
ら
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

で
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.city.nakano.nagano.
jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
作
品
展
示
（
全
３
９
６
点
）

　
奈
良
家
・
西
原
家
の
代
表
作
を
は
じ

め
と
し
、
市い

ち
は
ら原

人
形
（
岐
阜
県
）
、
堤つ

つ
み

人
形
（
宮
城
県
）
、
稲い

な
は
た畑

人
形
（
兵
庫

県
）
、
大お

お
は
ま浜

人
形
（
愛
知
県
）
な
ど
、

千
点
を
超
え

る
作
品
が
勢

ぞ
ろ
い
し
ま

す
。

　
日
ご
ろ
目

に
す
る
こ
と

の
で
き
な
い

圧
倒
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を

こ
の
機
会
に

ど
う
ぞ
ご
覧

中
野
陣
屋
ひ
な
市
特
別
展

中
野
土
人
形
・
全
国
土
人
形

牧ま
き

基も
と
ゆ
き之

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全
国
土
人
形
即
売
市

　
全
国
約
２0
カ
所
の
土
人
形
を
一
堂
に
集

め
た
日
本
唯
一
の
即
売
市
で
す
。

　
３
月
３１
日
㈭　

正
午
～
午
後
５
時

４
月
１
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場
　
中
野
陣
屋
前
広
場
公
園

大
灯
籠
び
な
行
進

　
中
野
土
人
形
を
か
た
ど
っ
た
大
灯
籠
び

な
を
威
勢
良
く
担
ぎ
、
練
り
歩
き
ま
す
。

　
３
月
３１
日
㈭　

午
後
６
時

　
出
発
場
所
　
信
州
中
野
商
工
会
議
所
前

中
野
人
形
制
作
者
に
よ
る
絵
付
け
指
導

　
奈
良
久
雄
さ
ん
・
由
起
夫
さ
ん
親
子
に

直
接
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。

　
３
月
３１
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

４
月
１
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
会
場
　
ま
ち
な
か
交
流
の
家

ま
ち
か
ど
土
び
な
展

　
市
街
地
７3
店
舗
の
店
先
な
ど
に
各
店
所

有
の
土
人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

3
月
１4
日
㈪
～
４
月
１
日
㈮

夢
さ
ち
　

つ
る
し
か
ざ
り
展

３
月
１３
日
㈰
ま
で　

午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　
会
場
　
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

　
※
入
館
無
料
、
３
月
８
日
㈫
は
休
館

く
だ
さ
い
。

期
間
　
３
月
1９
日
㈯
～
４
月
１
日
㈮

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場
　
中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

※
入
館
無
料
、
展
示
期
間
中
は
無
休

問
い
合
わ
せ
先

■
中
野
ひ
な
市
に
関
す
る
こ
と

営
業
推
進
課
賑
わ
い
創
生
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
６
）

■
ひ
な
市
特
別
展
に
関
す
る
こ
と

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

☎
�
２
７
１
８

▲牧基之さんと土人形のコレクション
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名称 児童扶養手当 特別児童扶養手当 児童手当

目的
　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない児童を養育しているひとり親
家庭等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図ることを目的として支給されます。

　精神または身体に中度以上の障がいのある満 20 歳未満の児童
の福祉の増進を図ることを目的として支給されます。

　児童を養育している方に対し、家庭での生活
の安定に寄与するとともに、児童の健やかな成
長に資することを目的として支給されます。

手当の
対象者

　次の条件に当てはまる児童（18歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある者。なお、
児童が 18 歳に達した場合で、政令で定める障がいの状態であるときは 20 歳未満の者。）を養
育している父もしくは母、または父母にかわって児童と同居し養育している方。
＜支給の対象となる児童＞
①父母が婚姻を解消した児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が重度の障がいの状態（国民年金の障害等級が１級程度）にある児童
④父または母の生死が明らかでない児童
⑤父または母から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑥父または母がＤＶ保護命令を受けた児童
⑦父または母が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童
⑧母が婚姻によらないで生まれた児童
※父、母、養育者および児童が公的年金を受けることができる場合で、児童扶養手当額より低

額の公的年金を受けている方については、その差額分の手当を受けることができる場合があ
ります。

　次の条件に当てはまる障がいのある満 20 歳未満の児童を監護
する父もしくは母、または父母にかわって児童と同居し養育し
ている方。なお、各級の障がいの程度は政令第１条第3項別表
第3で定める状態であり、認定審査は診断書等により判定医が
判定します。
＜支給の対象となる児童＞
◎特別児童扶養手当１級
　①身体障害者手帳のおおむね１級･２級程度に該当する児童
　　（内部的疾患を含む）
　②療育手帳の判定がＡ程度の知的障がい、または同程度の精

神障がいに該当する児童
◎特別児童扶養手当２級
　①身体障害者手帳のおおむね3級程度に該当する児童
　　（内部的疾患を含む）
　②療育手帳の判定がＢ１程度の知的障がい、または同程度の

精神障がいに該当する児童
※児童が障がいによる公的年金を受けられる場合や、児童が児

童福祉施設（保育所･通園施設などを除く）に入所している
場合は受給できません。（ただし、受給者等と一緒に入所の際
は受給できる場合があります）

　次の条件に当てはまる児童を監護し、かつ生
計を同一にする父もしくは母、または父母にか
わって児童を監護し、かつその生計を維持して
いる方。
＜支給の対象となる児童＞
　日本国内に居住し、0歳から中学校修了まで

（15 歳の誕生日後の最初の3月 31 日まで）の児
童

所得制限
※扶養の状況に
より限度額に
加算できる場
合があります

※手当を受ける方や、扶養義務者等の前年の所得が限度額以上ある場合は、手当の全部または
一部が支給停止されます。

※手当を受ける方やその配偶者および扶養義務者の前年の所得
が限度額以上ある場合は、手当の支給が停止されます。

※手当を受ける方の前年の所得が限度額以上あ
る場合は、特例給付の額となります。

支給額
支給月

【手当月額】平成 2７ 年４月改定（平成 28 年４月改定予定）

【支給月】　４月、８月、12 月、（各月 11 日）

【手当月額】平成 2７ 年４月改定（平成 28 年４月改定予定）

【支給月】　４月、８月、11 月（各月 11 日）

【手当月額】

※第3子以降とは、高校卒業まで（18 歳の誕生
日後の最初の3月 31 日まで）の養育している
児童のうち、3番目以降の子をいいます。

【支給月】　6月、10 月、２月（各月 10 日）

手続き

〇認定請求書を提出し市長の認定を受けることで支給されます。
【必要書類】①請求者と対象児童の戸籍謄本
　　　　　 ※子の入籍後の戸籍謄本（親子が一緒になっていて離婚の記載があるもの）。
　　　　　 　ただし、子の入籍が間に合わない場合は父または母と子の戸籍謄本を１通ずつ
　　　　　 ②請求者と対象児童の保険証
　　　　 　③請求者本人名義の通帳
　　　　　 ④年金手帳
　　　　　 ⑤マイナンバーカードまたは通知カードと身分証明できるもの
　　　　 　⑥その他必要書類

〇認定請求書を提出し県知事の認定を受けることで支給されます。
【必要書類】①請求者と対象児童の戸籍謄本
　　　　　 ②請求者と対象児童が含まれる世帯全員の住民票
　　　　 　③所定の診断書（養育手帳がＡ判定又は身体障害
　　　　 　　者手帳が 1～ 3級が交付されている場合はその
　　　　 　　写しにより診断書を省略できる場合があります）
　　　　 　④マイナンバーカードまたは通知カードと身分証明
　　　　　　 できるもの
　　　　　 ⑤その他必要書類

〇出生や転入により新たに受給資格が生じた場
合には、認定請求書を提出し市長の認定を受
けることで支給されます。公務員の方は勤務
先での申請となります。

【必要書類】①請求者の保険証
　　 　　　②請求者本人名義の通帳
　 　　　　③マイナンバーカードまたは通知　
　　　　　　 カードと身分証明できるもの
　　　　　 ④その他必要書類

等級 対象児童１人につき

１級 51,100 円

２級 34,030 円

扶養親族
の人数

請求者本人の
所得制限限度額

配偶者、扶養義務者、
養育者の所得制限限度額

0人 459.6 万円 628.７ 万円
１人 49７.6 万円 653.6 万円
２人 535.6 万円 6７4.9 万円
3人 5７3.6 万円 696.2 万円
４人 611.6 万円 ７1７.5 万円
５人 649.6 万円 ７38.8 万円

扶養親族等の人数 所得制限限度額
0人 622 万円
１人 660 万円
２人 698 万円
3人 ７36 万円
４人 ７７4 万円
５人 812 万円

所得制限限度額未満 所得制限
限度額以上

3歳未満（一律） 15,000 円
特例給付額
5,000 円

3歳～
小学生

第１、２子 10,000 円
第3子以降 15,000 円

中学生（一律） 10,000 円

※受給資格があっても請求しないと手当が受給できませんのでご注意ください。
　詳しくは、市公式ホームページをご覧いただくか担当課へお問い合わせください。
　市公式ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp
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名称 児童扶養手当 特別児童扶養手当 児童手当

目的
　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない児童を養育しているひとり親
家庭等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図ることを目的として支給されます。

　精神または身体に中度以上の障がいのある満 20 歳未満の児童
の福祉の増進を図ることを目的として支給されます。

　児童を養育している方に対し、家庭での生活
の安定に寄与するとともに、児童の健やかな成
長に資することを目的として支給されます。

手当の
対象者

　次の条件に当てはまる児童（18歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある者。なお、
児童が 18 歳に達した場合で、政令で定める障がいの状態であるときは 20 歳未満の者。）を養
育している父もしくは母、または父母にかわって児童と同居し養育している方。
＜支給の対象となる児童＞
①父母が婚姻を解消した児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が重度の障がいの状態（国民年金の障害等級が１級程度）にある児童
④父または母の生死が明らかでない児童
⑤父または母から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑥父または母がＤＶ保護命令を受けた児童
⑦父または母が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童
⑧母が婚姻によらないで生まれた児童
※父、母、養育者および児童が公的年金を受けることができる場合で、児童扶養手当額より低

額の公的年金を受けている方については、その差額分の手当を受けることができる場合があ
ります。

　次の条件に当てはまる障がいのある満 20 歳未満の児童を監護
する父もしくは母、または父母にかわって児童と同居し養育し
ている方。なお、各級の障がいの程度は政令第１条第3項別表
第3で定める状態であり、認定審査は診断書等により判定医が
判定します。
＜支給の対象となる児童＞
◎特別児童扶養手当１級
　①身体障害者手帳のおおむね１級･２級程度に該当する児童
　　（内部的疾患を含む）
　②療育手帳の判定がＡ程度の知的障がい、または同程度の精

神障がいに該当する児童
◎特別児童扶養手当２級
　①身体障害者手帳のおおむね3級程度に該当する児童
　　（内部的疾患を含む）
　②療育手帳の判定がＢ１程度の知的障がい、または同程度の

精神障がいに該当する児童
※児童が障がいによる公的年金を受けられる場合や、児童が児

童福祉施設（保育所･通園施設などを除く）に入所している
場合は受給できません。（ただし、受給者等と一緒に入所の際
は受給できる場合があります）

　次の条件に当てはまる児童を監護し、かつ生
計を同一にする父もしくは母、または父母にか
わって児童を監護し、かつその生計を維持して
いる方。
＜支給の対象となる児童＞
　日本国内に居住し、0歳から中学校修了まで
（15 歳の誕生日後の最初の3月 31 日まで）の児
童

所得制限
※扶養の状況に
より限度額に
加算できる場
合があります

※手当を受ける方や、扶養義務者等の前年の所得が限度額以上ある場合は、手当の全部または
一部が支給停止されます。

※手当を受ける方やその配偶者および扶養義務者の前年の所得
が限度額以上ある場合は、手当の支給が停止されます。

※手当を受ける方の前年の所得が限度額以上あ
る場合は、特例給付の額となります。

支給額
支給月

【手当月額】平成 2７ 年４月改定（平成 28 年４月改定予定）

【支給月】　４月、８月、12 月、（各月 11 日）

【手当月額】平成 2７ 年４月改定（平成 28 年４月改定予定）

【支給月】　４月、８月、11 月（各月 11 日）

【手当月額】

※第3子以降とは、高校卒業まで（18 歳の誕生
日後の最初の3月 31 日まで）の養育している
児童のうち、3番目以降の子をいいます。

【支給月】　6月、10 月、２月（各月 10 日）

手続き

〇認定請求書を提出し市長の認定を受けることで支給されます。
【必要書類】①請求者と対象児童の戸籍謄本
　　　　　 ※子の入籍後の戸籍謄本（親子が一緒になっていて離婚の記載があるもの）。
　　　　　 　ただし、子の入籍が間に合わない場合は父または母と子の戸籍謄本を１通ずつ
　　　　　 ②請求者と対象児童の保険証
　　　　 　③請求者本人名義の通帳
　　　　　 ④年金手帳
　　　　　 ⑤マイナンバーカードまたは通知カードと身分証明できるもの
　　　　 　⑥その他必要書類

〇認定請求書を提出し県知事の認定を受けることで支給されます。
【必要書類】①請求者と対象児童の戸籍謄本
　　　　　 ②請求者と対象児童が含まれる世帯全員の住民票
　　　　 　③所定の診断書（養育手帳がＡ判定又は身体障害
　　　　 　　者手帳が 1～ 3級が交付されている場合はその
　　　　 　　写しにより診断書を省略できる場合があります）
　　　　 　④マイナンバーカードまたは通知カードと身分証明
　　　　　　 できるもの
　　　　　 ⑤その他必要書類

〇出生や転入により新たに受給資格が生じた場
合には、認定請求書を提出し市長の認定を受
けることで支給されます。公務員の方は勤務
先での申請となります。

【必要書類】①請求者の保険証
　　 　　　②請求者本人名義の通帳
　 　　　　③マイナンバーカードまたは通知　
　　　　　　 カードと身分証明できるもの
　　　　　 ④その他必要書類

問い合わせ・提出先　子育て課子ども支援係　☎（２２）２１１１（内線3５6）

扶養親族
の人数

請求者本人の所得制限限度額 孤児等の養育者、配偶者、
扶養義務者の所得制限限度額全部支給 一部支給

0人 19 万円 192 万円 236 万円
１人 5７ 万円 230 万円 2７4 万円
２人 95 万円 268 万円 312 万円
3人 133 万円 306 万円 350 万円
４人 1７1 万円 344 万円 388 万円
５人 209 万円 382 万円 426 万円

区分 月額
児童加算額

第２子 第３子以降

全部支給 42,000 円
5,000 円 3,000 円

一部支給 所得額に応じ
41,990 ～ 9,910 円

児童扶養手当・特別児童扶養手当・児童手当のこと
ご存知で

すか?

児童関係
の
手当
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名称 特別障害者手当 障害児福祉手当

目的

　精神または身体に著しく重度の障がいがあ
る 20 歳以上の特別障がい者の、精神的、物質
的な特別の負担軽減の一助として手当を支給
することにより、福祉の向上を図ることを目
的としています。

　精神または身体に重度の障がいがある満 20
歳未満の重度障がい児に対して、その障がいの
ため必要となる、精神的、物質的な特別の負担
軽減の一助として手当を支給することにより、
特別障がい児の福祉の向上を図ることを目的
としています。

手当の
対象者

　日常生活において、常時特別の介護を必要
とする、20 歳以上の在宅の重度障がい者が支
給対象になります。
＜支給の対象となる障がいの程度＞
おおむね次の障がいが重複する方またはそれ
と同程度以上の方
○身体障害者手帳の1、2級
○知能指数おおむね 20 以下の知的障がい
○日常生活において常時介護を必要とする程
度の精神障がい

※上記障がい程度は目安ですので、審査後、障
がいの程度によっては、支給基準に該当し
ない場合があります。

※また、次のような場合は手当を受給できま
せん。
・障がい者が障害者支援施設や養護老人
ホーム、特別養護老人ホームなどの施設
に入所しているとき

・障がい者が病院または診療所に継続して
3カ月を超えて入院しているとき

　日常生活において、常時介護を必要とする、
20 歳未満の在宅の重度障がい児が支給対象に
なります。
＜支給の対象となる障がいの程度＞
おおむね次の障がいを有する方またはそれと
同程度以上の方
○身体障害者手帳の1、2級
○知能指数おおむね 20 以下の知的障がい
○日常生活において常時介護を必要とする程
度の精神障がい

※上記障がい程度は目安ですので、審査後、障
がいの程度によっては、支給基準に該当し
ない場合があります。

※また、次のような場合は手当を受給できま
せん。

　・障がい児が障がいを支給事由とする年金
　　を受けることができるとき
　・障がい児が障害児入所施設などの施設に
　　入所しているとき

所得制限
※扶養の状況に
より限度額に
加算できる場
合があります

　手当を受ける方やその配偶者および扶養義務者の前年の所得が限度額以上ある場合は、手当
の支給が停止されます。

支給額
支給月

【手当月額】　2６，６20 円
【支給月】　2月、５月、８月、１１ 月（各月 １0 日）

【手当月額】　１４，４80 円
【支給月】　2月、５月、８月、１１ 月（各月 １0 日）

手続き
提出先

〇認定請求書を提出し福祉事務所長の認定を受けることで支給されます。
【必要書類】　①手当認定請求書
　　　　　　②手当所得状況届
　　　　　　③所定の診断書
　　　　　　④その他必要書類

※受給資格があっても請求しないと手当が受給できませんのでご注意ください。
　手当月額については平成 28 年４月に改定予定です。改定後の支給額は４月号でお知らせします。
　詳しくは、お問い合わせください。

扶養親族
の人数

請求者本人の
所得制限限度額

配偶者、扶養義務者、
養育者の所得制限限度額

０人 ３６0．４ 万円 ６28．７ 万円
1人 ３９8．４ 万円 ６５３．６ 万円
2人 ４３６．４ 万円 ６７４．９ 万円
3人 ４７４．４ 万円 ６９６．2 万円
４人 ５１2．４ 万円 ７１７．５ 万円
５人 ５５0．４ 万円 ７３8．8 万円

問い合わせ・提出先
福祉課障がい福祉係　☎（22）2111（内線2９５・2９４）

特別障害者手当・障害児福祉手当のことご存知で
すか?

福祉関係
の
手当
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選挙を考える
連載企画

選挙管理委員会事務局　☎（２２）２１１１(内線３２４)問

　今年の夏に行われる予定の参議院議員通常選挙に向け、
中野市の投票率の推移や選挙執行状況などをご覧いただ
き、選挙に対する関心を高めていただくため、選挙に関す
る情報を掲載します。

～最終回～

　
　
　

選
挙
ま
め
知
識

Ａ
　
３
万
７
０
５
８
人
（
平
成
2７

年
１2
月
2
日
時
点
）
で
す
。
中

野
市
の
人
口
が
４
万
３
９
１
６

人（
同
時
期
の
広
報
発
表
人
数
）

で
す
の
で
、
人
口
の
約
8４
％
の

方
が
選
挙
（
政
治
）
に
参
加
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
民
の
約
１６
％
の
方
は
選

挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
未

成
年
者
の
将
来
は
、
8４
％
の
有

権
者
の
皆
さ
ん
に
託
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ａ　

平
成
2７
年
４
月
１2
日
執
行
の

県
議
選
で
は
、
投
票
率
は
４３
・

９１
％
で
、
投
票
者
数
は
わ
ず
か

Ｑ　

直
近
の
選
挙
で
の

　
　

投
票
率
は
？

Ｑ　

中
野
市
の
選
挙
人

　
　
（
有
権
者
）数
は
？

　
選
挙
は
法
律
に
よ
っ
て
公
平
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
当
選
人

の
決
定
と
い
う
最
も
大
切
な
こ
と

が
く
じ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
得
票
数
が
同
じ
で
あ
る
と
き

は
、
選
挙
長
（
当
該
選
挙
に
関
す

る
事
務
を
管
理
す
る
人
）
が
く
じ

で
定
め
ま
す
。

【
選
挙
の
七
つ
道
具
】

　

選
挙
の
際
、
候
補
者
は
選
挙
運

動
を
し
ま
す
が
、
無
制
限
な
選
挙

運
動
を
認
め
る
と
、
そ
の
選
挙
が

お
金
や
権
力
な
ど
に
よ
っ
て
ゆ
が

め
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

の
）
や
、
候
補

者
・
選
挙
運
動

員
が
ま
ち
で
演

説
す
る
と
き
に

身
に
付
け
る
腕

章
な
ど
の
物
品

を
選
挙
管
理
委

員
会
が
無
料
で

交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
物
品
を
俗
に
「
選
挙

の
七
つ
道
具
」
と
言
い
ま
す
。

【
投
票
用
紙
の
秘
密
】

　
投
票
用
紙
は
紙
で
出
来
て
い
ま

す
が
、
そ
の
紙
は
特
殊
な
素
材
で

出
来
て
い
ま
す
。

　
折
り
曲
げ
て
も
時
間
が
た
つ
と

選
挙
は
、あ
な
た
自
身
、家
族
、

地
域
の
将
来
を
決
め
る
大
切

な
こ
と

　
隔
月
で
掲
載
し
て
き
た
連
載
企

画
「
選
挙
を
考
え
る
」
は
今
回
で

最
終
回
と
な
り
ま
す
。

す
。

　
そ
こ
で
法
律
で
は
、
一
定
の
選

挙
運
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
表

示
板
（
選
挙
カ
ー
な
ど
に
貼
る
も

6,858 人

37,058 人

有権者数
20歳未満

自
然
に
開
く
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
開
票
作
業
を
素
早
く
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
中
野
市
の
市
長
選
は
、
記
号
式

投
票
用
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
投
票
用
紙
に
あ
ら
か

じ
め
立
候
補
者
の
名
前
が
印
刷
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
丸
の

記
号
印
を
押
印
し
投
票
す
る
も
の

で
す
。

　
記
号
式
だ
と
、
立
候
補
者
の
名

前
を
書
く
手
間
が
省
け
、
誤
字
脱

字
な
ど
に
よ
る
無
効
票
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

　
投
票
用
紙
に
立
候
補
者
の
名
前

を
書
く
方
式
は
自
書
式
と
い
い
、

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
選
挙
に

よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

【
市
長
選
の
当
日
投
票
だ
け

投
票
用
紙
が
違
う
】

　
1
万
６
１
１
１
人
で
し
た
。

有
権
者
の
半
分
以
上
の
方

が
選
挙
（
政
治
）
に
参
加

し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ａ
　
選
挙
と
は
、
私
た
ち
の
代
表

を
選
び
、
私
た
ち
の
意
見
を
政

Ｑ　

政
治
と
選
挙
の

　
　

関
係
は
？

治
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
も
の

で
す
。私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
政

治
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と

　
全
５
回
に
わ
た
っ
て
ご
覧
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
7
月
に
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
、
１１
月
に
中
野
市
長
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
将
来
の
た
め
、
地

域
の
将
来
の
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
声
を
投
票
と
い
う
形
で
表

現
し
て
く
だ
さ
い
。

で
、
選
挙
は
も
っ
と
身
近
な
も

の
に
な
り
ま
す
。

【
当
選
人
が
く
じ
で
決
ま
る

場
合
が
あ
る
】
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　国民年金は、国が運営する公的年金です。国民年金は終身年金なので、受給開始から生涯にわたって老齢
基礎年金を受け取ることができ、老後の安定した収入を確保することができます。また、けがや病気で収入
が途絶えてしまったときのための障害基礎年金、万が一のとき残された家族のために支給される遺族基礎年
金など、国民年金には、老後のためだけではなく、さまざまな生活の場面を補償する制度があります。
　保険料を納付することは、年金を受け取る権利を得るために大切なことです。

国民年金特集
～３つの基礎年金があります～

2016

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
期
間

を
含
む
）
と
保
険
料
免
除
期
間
な

ど
を
合
算
し
た
期
間
が
、
原
則
と

し
て
25
年
以
上
必
要
で
す
。

※
平
成
29
年
４
月
に
10
年
に
短
縮

さ
れ
る
予
定
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

（
加
入
可
能
年
数
40
年
）
の
保
険

料
を
全
て
納
め
る
と
、
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

※
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の

間
に
任
意
加
入
（
第
２
号
被
保

険
者
を
除
く
）
を
し
て
、
満
額

の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始
年
齢

◆
繰
り
上
げ
受
給

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し

て
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65
歳
に
な

る
ま
で
の
間
で
も
繰
り
上
げ
て
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
請
求
し
た
時
点
に
応

じ
て
年
金
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
減

額
率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
繰
り
下
げ
受
給

　
希
望
す
れ
ば
66
歳
以
降
、
繰
り

下
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
請
求
し
た
時
点
に
応
じ

て
年
金
が
増
額
さ
れ
、
そ
の
増
額

率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

条
件
そ
の
１
（
初
診
日
）

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
次
の
条
件

の
全
て
に
該
当
す
る
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
20
歳
前
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
期
間
中
、
ま
た
は
被
保
険
者
の

資
格
を
失
っ
た
後
で
も
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
ん
で

い
る
間
に
、
障
が
い
の
原
因
と
な

る
病
気
や
け
が
の
初
診
日
が
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金

の
繰
上
げ
受
給
の
方
は
除
き
ま
す
。

条
件
そ
の
２
（
障
が
い
の
程
度
）

　
障
が
い
の
程
度
が
、
20
歳
に
達

し
た
と
き
、
ま
た
は
障
が
い
認
定

日
に
お
い
て
、
国
民
年
金
の
障
が

い
等
級
１
級
ま
た
は
２
級
の
い
ず

れ
か
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

条
件
そ
の
３
（
保
険
料
納
付
）

　
次
の
保
険
料
納
付
要
件
の
い
ず

れ
か
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

○
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う

ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保

険
料
免
除
期
間
を
合
わ
せ
た
期

間
が
３
分
の
２
以
上
で
あ
る
こ

と
。

○
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
直
近
の
１
年
間
に
、
保

険
料
の
未
納
期
間
が
な
い
こ

と
。

※
初
診
日
が
20
歳
前
に
あ
る
と
き

　
は
、
保
険
料
納
付
要
件
は
不
要
。

　
傷
病
（
障
が
い
の
原
因
と
な
っ

た
病
気
や
け
が
）
に
つ
い
て
、
初

め
て
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診

療
を
受
け
た
日
を
い
い
ま
す
。

※
同
一
傷
病
で
転
医
が
あ
っ
た
場

　
合
は
、
一
番
初
め
に
診
療
を
受

　
け
た
日
が
初
診
日
と
な
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
程
度
を
定
め
る
日
の

こ
と
で
、
そ
の
障
が
い
の
原
因
と

な
っ
た
傷
病
に
つ
い
て
の
初
診
日

か
ら
起
算
し
て
１
年
６
カ
月
を
経

過
し
た
日
、
ま
た
は
１
年
６
カ
月

以
内
に
そ
の
傷
病
が
治
っ
た
場
合

（
症
状
が
固
定
し
た
場
合
）
は
そ

の
日
を
い
い
ま
す
。

初
診
日
と
は
？

障
が
い
認
定
日
と
は
？

障害基礎年金１級　975,125円＋子の加算額
障害基礎年金２級　780,100円＋子の加算額

※18歳到達年度の末日までの間にある子（または１級・
２級の障がいの状態にある 20 歳未満）がある場合、
加算されます。

②平成 ２8年度障害基礎年金の年金額

子２人まで　　（子１人につき）224,500 円
子３人目から　（子１人につき）　74,800 円

老
齢
基
礎
年
金

３
つ
の
基
礎
年
金

①

障
害
基
礎
年
金

②

①平成28年度 老齢基礎年金額（満額）
780,100円（月額65,008円）

※免除期間がある場合、その月数と免除になった保険料の
　割合に応じて減額になります。

〈かっこ内の数字は平成21年３月以前に免除期間がある場合〉

【減額になる割合】
全額免除：４／８（２／６）　４分の３免除：５／８（３／６）
半額免除：６／８（４／６）　４分の１免除：７／８（５／６）
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遺
族
基
礎
年
金
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合

に
、
死
亡
し
た
方
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る

配
偶
者
」
ま
た
は
「
子
」
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金
支
給
の
要
件

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る

　
間
に
死
亡
し
た
と
き
。

②
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

保
険
料
の
納
付
要
件

　
前
記
①
ま
た
は
②
の
場
合
、
死

亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険

料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期

間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分
の
２

以
上
で
あ
る
こ
と
、
も
し
く
は
、

死
亡
し
た
方
が
65
歳
未
満
で
あ
れ

ば
、
死
亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の
う

ち
、
直
近
１
年
間
に
、
保
険
料
の

未
納
期
間
が
な
い
こ
と
が
必
要
で

す
。

対
象
と
な
る
「
子
」
と
は
？

　
死
亡
時
、
18
歳
に
な
っ
た
年
度

の
年
度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
子

（
ま
た
は
、
20
歳
未
満
で
１
級
ま

た
は
２
級
の
障
が
い
の
状
態
に
あ

生
計
維
持
と
は
？

　
「
死
亡
し
た
方
に
よ
っ
て
生
計

　
自
営
業
の
方
や
そ
の
配
偶
者
の

方
、
20
歳
以
上
の
学
生
や
ア
ル
バ

イ
ト
の
方
、
任
意
加
入
被
保
険
者

な
ど
の
『
第
１
号
被
保
険
者
』
へ

は
、
独
自
給
付
と
し
て
「
寡
婦
年

金
」
、
「
死
亡
一
時
金
」
お
よ
び

「
付
加
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。

寡
婦
年
金
と
は
？

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
の
保

険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除

期
間
を
合
わ
せ
て
25
年
以
上
あ
る

夫
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
夫
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
、
か
つ
、

夫
と
の
婚
姻
関
係
（
事
実
婚
を
含

む
）
が
10
年
以
上
継
続
し
て
い
る

妻
に
対
し
て
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保
険

者
期
間
に
つ
い
て
老
齢
基
礎
年
金

の
計
算
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
額

の
４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。

※
夫
が
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基

　
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
た
場
合

　
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

死
亡
一
時
金
と
は
？

　
死
亡
一
時
金
は
、
第
１
号
被
保

険
者
と
し
て
保
険
料
納
付
済
期
間

が
３
年
以
上
あ
る
方
が
死
亡
し
た

と
き
に
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
遺
族
の
範
囲
は
、
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟

姉
妹
の
順
番
で
、
死
亡
し
た
と
き

に
生
計
を
同
一
に
し
て
い
た
方
で

す
。

※
寡
婦
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合

は
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
ま

す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
支
払

い
方
法
に
よ
っ
て
お
得
な
割
引
料

金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
口
座
を
お
持
ち

の
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま

た
は
、
年
金
事
務
所
や
市
役
所
年

金
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

現金支払（前納）
【割引額】

９6，７７０円
７9０ 円お得

１９１，66０円
３，46０円お得

口座振替（前納）
【割引額】

１6，2１０円
５０円お得

９6，４5０円
１，１１０円お得

１９１，０3０円
4，０9０円お得

3７７，3１０円
１５，69０円お得

現金支払（月々） １6，26０円 ９７，56０円 １９5，１2０円 3９3，０００円

国民年金の保険料（平成２8年度）

　
定
額
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０

円
の
保
険
料
（
付
加
保
険
料
）
を

上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
老
齢
の

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
納
付
が
で
き
ま
せ

ん
。

付
加
年
金
と
は
？

遺
族
基
礎
年
金

③

第
１
号
被
保
険
者
の

独
自
給
付

国
民
年
金
保
険
料

③平成 ２8 年度遺族基礎年金の年金額

子に支給されるとき　　　　　　　780,100円＋２人目以降の子の加算額
　　　　　　　　　　　　　　　　（子の数で割った額が１人当たりの額）

子２人まで　　（子１人につき）224,500 円
子３人目から　（子１人につき）　74,800 円

※ 18 歳到達年度の末日までの間にある子（または１級・２級の障がいの状態にある 20
歳未満）がある場合、加算されます。

子のある配偶者に支給されるとき　780,100円＋子の加算額

を
維
持
さ
れ
て
い
た
方
」
と
は
、

て
い
た
方
が
死
亡
し
た
と
き
。

③
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が

　
死
亡
し
た
と
き
。

④
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

　
間
を
満
た
し
て
い
る
方
が
死
亡

　
し
た
と
き
。

死
亡
当
時
、
死
亡
し
た
方
と
生
計

を
同
一
に
し
て
い
た
方
で
、
年
収

８
５
０
万
円
以
上
の
収
入
を
将
来

に
わ
た
っ
て
得
ら
れ
な
い
方
で
す
。

る
子
）
で
、
か
つ
婚
姻
を
し
て
い

な
い
子
が
対
象
で
す
。

　
死
亡
時
、
胎
児
で
あ
っ
た
子
も

出
生
以
後
に
対
象
と
な
り
ま
す
。
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住民１人当たりの状況
人にかかるコスト ６ 万 2，０００ 円
物にかかるコスト １4 万 １，０００ 円
移転支出的なコスト １7 万 5，０００ 円
その他のコスト 5，０００ 円
経常行政コスト 38 万 3，０００ 円

Ⓐ経常行政コスト（構成比） １76 億 １,１00 万円
（１～４の計）

１　人にかかるコスト　（１6.１％）
28 億 5,732 万円

　▷人件費、退職手当引当金など

２　物にかかるコスト　（36.8％）
64 億 7,629 万円

　▷物件費、維持補修費、減価償却費
３　移転支出的なコスト（45.6％）

80 億 3,862 万円
　▷社会保障給付や補助金など
４　その他のコスト　　（１.6％）

２億 3,877 万円
　▷支払利息など

Ⓑ経常収益
６億 4,279 万円　▷使用料・手数料などの受益者

　　負担金
純経常行政コスト
（ⒶーⒷ） １69 億 6,82１ 万円　▷市税、地方交付税などの一般

　　財源、国県支出金など

行政コスト計算書
（平成26年４月１日～平成27年３月３１日）

　資産形成を伴わない経常的な行政活動（福
祉サービスなど）に係るコストと、使用料・手
数料などの収入状況を示すものです。

行政コスト計算書から分かること
　経常行政コスト176億1,100万円に対して、受
益者負担は６億4,279万円です。
　残りの169億6,821万円は、受益者負担金以外
の一般財源（市税、地方交付税など）、国県支
出金などで賄われています。

期首純資産残高 7１6 億 2,894 万円

１　純経常行政コスト △ １６9 億 ６，82１ 万円

２　財源調達 １６０ 億 １，74１ 万円
　　▷地方税 5６ 億 5，597 万円
　　▷地方交付税 ６０ 億 9，１59 万円
　　▷補助金 27 億 5，4１０ 万円
　　▷その他 １5 億 １，575 万円
３　その他（臨時損益など） 7，６１０ 万円

期末純資産残高 707 億 5,424 万円

純資産変動計算書
（平成26年４月１日～平成27年３月３１日）

　「純資産」が1年間でどのように増減したのか
を示しています。

期首資金残高 ５億 3,１32 万円

１　経常的収支 3６ 億 9，5１8 万円

２　公共資産整備収支 △５億 9，3０６ 万円

３　投資・財務的収支 △ 33 億       ６ 万円

当期収支（現金増減額） △１億 9,794 万円

期末資金残高 ３億 3,338 万円

資金収支計算書
（平成26年４月１日～平成27年３月３１日）

　1年間の歳計現金の流れを「経常的収支」、
「公共資産整備収支」、「投資・財務的収支」の
３つの区分に分け、どのような活動に資金を必要
としているかを示しています。

❖社会資本形成の世代間負担　
　公共資産に占める純資産合計の割合が高いほど将
来世代の負担は少なく、逆に地方債残高の割合が高
ければ将来世代の負担が大きいことが分かります。
　これまでの世代がすでに負担した資産の割合を示
す「現世代負担比率」は87．7％、将来世代が負担す
る資産の割合を示す「将来世代負担比率」は23．4％
となっています。

❖有形固定資産の行政目的別割合
　公共資産に計上された有形固定資産
の行政目的別の割合から、どの行政分
野に社会資本整備の重点を置いてきた
かを把握することができます。
　行政目的別の割合は、生活インフラ
などが５6．2％、教育が27．4％、産業振
興が7．0％などとなっています。

財務諸表から分かること
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平成 ２6 年度決算に基づく

中野市普通会計財務諸表

資産の部（これまでに積み上げてきた資産）
１　公共資産 806 億 6,038 万円

（将来世代に引き継ぐ社会資本）

▷有形固定資産 8０６ 億 5，843 万円

▷売却可能資産 １95 万円

２　投資等 90 億 4,372 万円

▷投資及び出資金など ８億 5，454 万円

▷貸付金、基金など 8１ 億 8，9１8 万円

３　流動資産 36 億 2,658 万円

▷現金預金 35 億 3，０００ 万円

　（うち歳計現金） 　（３億3,338万円）

▷未収金 9，６57 万円

資産合計 933 億 3,068 万円

負債の部（これからの世代が負担する金額）

１　固定負債 200 億 4,１03 万円

▷地方債 １６8 億 ６，６６１ 万円

▷退職手当引当金 3１ 億 7，443 万円

２　流動負債 25 億 3,54１ 万円

▷翌年度償還予定地方債 １9 億 8，１６１ 万円

▷その他 ５億　5，38０ 万円

負債合計 225 億 7,644 万円

純資産の部（これまでの世代が負担した金額）

純資産合計 707 億 5,424 万円

負債および純資産合計 933 億 3,068 万円

住民１人当たりの状況

平成27年３月3１日現在の
住民基本台帳人口：45，958人

負　債 49万１，０００円

純資産 １54万　　　　　円

資　産 2０3万１，０００円

貸借対照表
　貸借対照表は、会計年度末時点において市が保有する全ての「資産」や、その資産をどのような財源
（「負債」や「純資産」）で賄ってきたかを分かるように表したものです。
　左側に資産、右側には資産を形成した財源を負債と純資産に分けて対照表示することで、どのような資
産をどのような負担で蓄積してきたかが分かります。

　933億3,068万円の資産を保有し、そのうち707億５,424万
円（純資産合計）はこれまでの世代で支払済みであり、残
りの22５億7,644万円（負債合計）は将来世代の負担で債務
を返済していくことになります。
　資産は、有形固定資産の減価償却や売却可能資産の減な
どにより、昨年度と比較して12億3,14５万円減少しました。
負債は、退職手当引当金の減少などにより昨年度と比較し
て３億５,67５万円減少しました。

　市の財政状況を市民の皆さんに分かりやすく知っていただくため、新地方公会計制度
に基づき、総務省方式改訂モデルによる普通会計財務諸表を作成しました。

貸借対照表から分かること

（注）普通会計は、一般会計のみで構成されています。

（平成27年３月３１日現在）

※財務書類では、各項目で表示単位未満の数値を四捨五入しています。
　そのため、説明の中で数値が一致しない場合や、表中で合計が一致しない部分があります。
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　市内在住の小学校就学前のお子さんを
募集します。（先着４人まで掲載）
　①お名前（ふりがな）②生年月日③性
別④応募者のお名前⑤住所⑥電話番号⑦
メッセージ（３０ 字まで）を明記し、写真
データを添付の上、３月 ２３ 日㈬までに
E メールなどでご応募ください。

  問い合わせ・応募先　
〒３８３―８６１４（住所記載不要）
庶務課秘書広報係
☎（２２）２１１１（内線２１２）
Ｅメール　koho@city.nakano.nagano.jp

わが家の
☆アイドル☆

わが家の御嶽海！
はっけよ～い！

川
かわ ぐ ち

口　勝
か つ お

生くん（４歳）

食べること大好き☆

４月からは１年生だね！残り
の幼稚園生活も楽しんでね。

丸
まる や ま

山　絢
あ や ね

音ちゃん（６歳）

広報なかの２０１6．３

４月から小学１年生！
とっても楽しみな明くんです！

上
う え の

野　明
めい

くん（６歳）

３・４月の行事予定

子育て支援センター健康メモ活き
　生き！

3月は、自殺予防月間です

 健康づくり課 ( 中野保健
センター内 )

 ☎（２２）２111（ 内線 ２4２）

　県内では、一年間に約 420 人が自殺で亡く
なっています。自殺の原因として最も多いのが
健康問題で、うつ病を発症している人が多いこ
とが分かっています。自殺を考えている人も、
一方では「生きたい」という気持ちとの間で激
しく揺れ動いており、不眠や体調不良など自殺
につながるサインを示しています。こうしたサ
インに周囲が気付き、支援の手を差し伸べるこ
とで、多くの自殺は防ぐことができます。

　子育て支援センターでは、０歳から就学前のお子さ

んを対象に、毎月楽しい行事を行っています。

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳しくは、
各子育て支援センターへお問い合わせください。

開館時間　午前８時 ３０ 分～午後５時（共通）
問い合わせ先
さくらんぼ　　㊡日・月・祝日
　☎（２２）６６２２　※FAX兼用
りんごっこ　　㊡日・火・祝日
　☎（２２）２２５９　※FAX兼用
うさぎっ子　　㊡日・水・祝日
　☎（３８）１６３８　FAX（３８）３１１４

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

３月24日㈭
午前 １０ 時 ３０ 分～

「さくらんぼ広場」
作ってみよう！お楽しみ！

４月１３日㈬
午前 １１ 時 ～

「お母さんの読み聞かせ」
今日のお話な～に！

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

３月１4日㈪
午前 １０ 時 ３０ 分～

「誕生会」
明

め い む

夢さんによる人形劇

４月１5日㈮
午前 １０ 時 ３０ 分～

「オアシス公園へ行こう！」
お花見楽しみましょう

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

３月25日㈮
午前 １１ 時 ～

「春のコンサート」
さやかさんのピアノ演奏

４月８日㈮
午前 １１ 時 ～

「お母さんの読み聞かせ」
楽しい絵本を見ましょう

　困ったことや心配なことがある方、また身近
に気になる人がいるが、どうしたらいいのか分
からない方などは、一人で悩まずに、まずはご
相談ください。

知っておきたい「自殺のサイン」
①気分が沈む・自分を責める・不眠が続く
②原因不明の身体の不調が長引く
③酒量が増す
④仕事の負担が急に増える・大きな失敗をす
る・職を失う
⑤職場や家庭でのサポートが得られない
⑥本人にとって価値のあるもの（職・地位・
家族・財産など）を失う
⑦重症の身体の病気にかかる
⑧自殺を口にする
⑨自殺未遂に及ぶ

久
く ぼ

保　璃
り な

奈ちゃん（１歳）
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◦健康づくり課(中 野 保 健
センター内) 　☎22-2111(内線242・368）

◦地域振興課(豊田支所内)     ☎３８-３111

◦休日緊急診療所(中 野 保 健
センター内) ☎2３-2255

保健だより
講座・相談予防接種ほか

電話健康相談所　　☎2３ ‐ ０３００　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
女性相談　　　　　☎2３ ‐ 481０　　午前９時～午後5時 （土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
子ども電話相談　　☎2３ ‐ ３191　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
長野県小児救急電話相談　☎♯8０００　　午後７時～ 11 時
長野県児童虐待・DV24 時間ホットライン　　☎０26‐219‐241３

健（検）診ほか

２０１6．３広報なかの

受付時間／午後０時45分～1時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、予診票

受付時間／午後０時45分～1時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、おたずね票、
　　　　オムツ、バスタオル

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診 ３月15日㈫ ２7年11月生

７ か 月
児　健   診 ３月16日㈬ ２7年７月生

１ 歳６か月
児　健  診 ３月18日㈮ ２6年８月生

２歳児健診 ３月14日㈪ ２6年２月生

３歳児健診 ３月17日㈭ ２5年２月生

※都合がつかない場合は、翌月お出
掛けください。

乳幼児健康診査日　程

ワクチン名 日程 予約先

Ｂ Ｃ Ｇ ３月７日㈪
４月11日㈪

健康づくり課
母子保健係

水 痘 ４月６日㈬

四 種 混 合

３月11日㈮
４月８日㈮ヒ ブ

小 児 用
肺 炎 球 菌

※３日前までに予約が必要です。
※対象・接種間隔など詳しくは健康
　カレンダーをご確認ください。

会場／中野保健センター
期日・時間 演題・講師

３月４日㈮
午後０時 45 分
～２時 ３０ 分

「高血圧はキケンな病気
のサインです！～血圧管
理の方法について～」
北信総合病院　腎臓内科
部長　上

か み じ ょ う

條浩
ひ ろ し

司さん

３月 ２5 日㈮
午前 1０ 時
～ 11 時 ３０ 分

「実践！楽脳フィットネス　
～最新の若返り運動を
体験しよう～」
フィットネスサポートセン
ター代表・健康運動指
導士　三

み う ら

浦弘
ひろし

さん
※動きやすい服装でお越

しください

※申込みは不要で、受講料は無料です。

こころの健康相談

期日／４月14日㈭
時間／午後２時～４時
相談担当者／こころの専門医
会場／中野保健センター
対象者／悩みを持つ本人、家族など
※２日前までに予約が必要です。

マタニティクラス

期日／４月７日㈭
時間／午前９時３０分～11時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／妊娠・分娩の経過と起こりや

すい異常について（助産師の
お話）、妊産婦の健康・栄養
（栄養士のお話と試食）、お
父さんの妊婦体験

※３日前までに予約が必要です。

いきいき健康講座

　日本脳炎の１期・２期の接種が終
了していない平成７年４月２日～平
成 1９ 年４月１日生まれの方は、２０
歳未満までの間、接種
を受けることができま
す。ご希望の方は、健
康づくり課へお問い合
わせください。

日　本　脳　炎

人間ドックの受診はお済みですか

　市では、３5歳から74歳までの国
民健康保険被保険者および後期高齢
者医療制度被保険者の方を対象に、
指定医療機関での人間ドック受診の
際の健診費用を一部助成しています。
※年度内１回限りとし、がんドック

助成を受けた方は除きます。

予防接種健康被害救済制度

　平成２5年３月３1日までに、市町
村の助成により、ヒトパピローマウ
イルス（ＨＰＶ）ワクチン、ヒブワ
クチン、小児用肺炎球菌ワクチンの
いずれかを接種した方のうち、接種
後に何らかの症状が生じ、医療機関
を受診した方は、接種との関連性が
認定されると、医療費・医療手当が
支給される場合があります。
　心当たりのある方は、独立行政法
人医薬品医療機器総合機構の救済制
度相談窓口へ至急お問い合わせくだ
さい。
相談窓口／☎０１２０-１４９-９３１
※フリーダイヤルをご利用になれ

ない場合は、☎０３-３５０６-９
４１１（有料）へ。



街の話題やイベントを紹介します

生涯学習市民のつどい
　２月 21 日、市民会館ホールにおいて、生涯学習市民のつどいを開催しました。
　当日は、子ども読書活動「ファミリー賞」の表彰と発表に続き、エンジョイダンスの皆さんがダンスス
ポーツの活動を発表しました。また、記念講演では、長野オリンピック金メダリストで元スピードスケー
ト選手の清

し み ず

水宏
ひ ろ や す

保さんを講師に迎え、幼少の頃より患っていたぜんそくや外国人選手との体格差などのハ
ンディをどのように乗り越え、金メダルを獲得できたのかお話しいただきました。

30

　２月７日、Ｂ＆Ｇ海洋センターにおいて、中野
市合併 10 周年記念「第 11 回Ｂ＆Ｇ財団会長杯中
野市綱引き大会」を開催しました。
　当日は、一般の部６チーム、子どもの部６チー
ムの計 12 チーム約 100 人が参加し、仲間と力を
合わせて勝利を目指しました。
　会場では熱戦が繰り広げられ、駆け付けた家族
や友人らの声援を受け、参加者は息を合わせて力
いっぱい綱を引いていました。

広報なかの２０１6．３

　１月 ３1 日、中央公民館において、中野市合併
10 周年記念事業「なかの 21 市民講座」が開催さ
れました。当日は、俳優の中

な か も と

本賢
け ん

さんを講師に迎
え、多摩川の環境整備の取り組みや川遊びを通じ
ての中本さんの体験談から、郷土の自然の大切さ
を再確認し、今を生きる人たちが次世代を担う子
どもたちへ、自然のたくましさやその大切さをい
かに伝えていくべきかについて、ユーモアを交え
ながら熱のこもった語り口で講演いただきました。

なかの 21 市民講座 Ｂ＆Ｇ財団会長杯中野市綱引き大会



　２月 16 日、アップルシティーなかのにおいて、
中野市農業経営技術奨励賞表彰式を行いました。
　今年度は、水稲栽培において大型機械化体系に
よる省力化など先駆的な農業に取り組んでいる
池
い け だ

田大
ひ ろ み つ

光さん、ブドウ栽培において長期販売シス
テムを確立し、新品種の栽培に取り組んでいる
武
た け だ

田広
ひ ろ あ き

明さん、また、スモモ栽培において生産増
や販路拡大などで顕著な実績を挙げられた北信州
みゆき農業協同組合スモモ部会が受賞されました。

中野市農業経営技術奨励賞表彰式

まちかどトピックス

　２月 11 日、アップルシティーなかのにおいて、中野市合併 10 周年記念事業「食農フォーラム」を開催
しました。当日は、古典料理伝承人の竹

た け な か

中公
き み ひ ろ

浩さんを講師に迎え、日本の伝統的な食文化の話を交えながら、
中野市産食材の魅力を語っていただきました。講演の後には「信州中野きのこお菓子振興プロジェクト会
議／研究会」の皆さんによる中野市産きのこを活用した「きのこスイーツ」が発表され、参加者は、根菜
類ときのこと味噌を使った竹中さんの料理や、きのこスイーツをおいしそうに試食していました。

食農フォーラム

31

　２月３日、西公園の薬師堂において、毎年恒例
の節分福豆まきが行われました。
　これは、西公園薬師堂奉賛会が主催したもので、
当日は、地元の年男や年女のほか、池田市長、信
濃グランセローズの松

ま つ い

井コーチ、大
お お ひ ら

平選手、保
ほ し な

科
選手などが参加しました。
　園内は福をもらおうと多くの参詣者でにぎわ
い、「鬼は外」「福は内」の掛け声と、福豆や菓子
を取り合う参詣者の歓声が響いていました。

西公園薬師堂　節分福豆まき

２０１6．３広報なかの
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No.19

○
自
己
紹
介

　
上
今
井
の
家
に
養
子
に
来
て
か
ら
約
６０

年
間
、
リ
ン
ゴ
を
中
心
と
し
た
専
業
農
家

を
し
て
い
ま
す
。
昭
和
４０
年
代
く
ら
い
ま

で
は
、
上
今
井
駅
に
や
っ
て
く
る
Ｓ
Ｌ
の

貨
車
に
リ
ン
ゴ
が
入
っ
た
木
箱
を
積
み
込

ん
で
、
各
地
へ
発
送
し
て
い
ま
し
た
。
貨

車
は
客
車
と
一
連
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

停
車
時
間
が
短
く
、
積
み
込
み
が
と
て
も

大
変
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
3０
年
ほ
ど
前
か
ら
は
娘
が
一
緒
に
農
業

を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
リ
ン

ゴ
を
作
り
、
口
コ
ミ
で
新
し
い
お
客
さ
ん

が
増
え
た
り
、「
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い

る
も
の
よ
り
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
の
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

　
最
近
で
は
、
道
の
駅
ふ
る
さ
と
豊
田
の

直
売
所
に
出
し
た
ス
イ
カ
が
人
気
で
、
お

店
の
方
か
ら
「
次

の
出
荷
は
い
つ
で

す
か
」
と
催
促
を
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
自
分
が

作
っ
た
も
の
が
評
価

さ
れ
る
の
は
と
て
も

励
み
に
な
り
、
幸
せ

を
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
趣
味
と
し
て
謡
曲
の
愛
好
会
に

所
属
し
て
お
り
、
定
期
的
に
練
習
や
発
表

会
に
参
加
し
た
り
、
仲
間
と
カ
ラ
オ
ケ
や

旅
行
に
行
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

○
元
気
の
秘
訣

　
わ
が
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
て
く
れ
た

大
工
さ
ん
に
自
家
栽
培
の
野
菜
を
あ
げ
た

と
こ
ろ
、
体
の
調
子
が
良
く
な
っ
た
と
の

こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
継
続
的
に
野
菜
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
私
も
１
年
を
通
し
て
新
鮮

な
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る
こ
と
が

元
気
の
秘
訣
か
と
思
い
ま
す
。

　○
お
ら
ほ
の
自
慢

　
上
今
井
諏
訪
社
の
春
祭
り
で
奉
納
さ
れ

る
太だ

い
だ
い
か
ぐ
ら

々
神
楽
や
、
秋
祭
り
で
お
囃は

や

し子
を
奉

納
す
る
屋
台
な
ど
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら

伝
わ
る
と
い
わ
れ
る
文
化
が
今
も
な
お
継

承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

み
ん
な
で
こ
の
伝
統
を
残
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

市
民
リ
レ
ー
元
気
の
輪

▲桃の木を剪定する神田さん

神
か ん だ

田 連
むらじ

（上今井） さん

健
康
長
寿
の
ま
ち 

中
野
市

津つ

が

ね金
あ
い
子こ

さ
ん

か
ら
の
ご
紹
介

広報なかの２０１6．３

元気もりもり！健康体操
「健康長寿のまち中野市」を目指して

　寒い冬の間に、運動不足などで肩や腰が固まってしまっていませんか。これから暖かい季節を迎え、
農作業やスポーツなどで本格的に体を動かす前に、肩と腰の調子を整えておきましょう。
　今回は、肩こりや腰痛の予防と改善に効果的な運動を紹介します。

～これをやれば肩こり・腰痛知らず～

キャットエクササイズ
①四つん這いになります。
②腰を上に引っ張るように背

中を丸めます。
③胸を張るように腰・背中を

伸ばします。
※慣れてきたら、背骨・腰骨

を下から順番に一つずつ波
のように動かしていくイ
メージで行ってみましょう。

※監修 フィットネスクラブ エフバイエー中野 健康運動指導士

①胸を張り、肩に手を置きます。
②体の前で肘と肘を近づけるように背中を丸

めます。
③胸を張り、左右の肩甲骨を近づけるように

肘を外に広げます。
※肩甲骨を動かすイメージで、大きくゆっく

り行いましょう。

【共通のポイント】
・呼吸を止めないでゆっくりと、1日 10 回ずつ行いましょう。
・腰の痛い方などは、無理のない範囲で行いましょう。

肩甲骨①

③

②

① ② ③
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池
田
市
長
の

わ
く
わ
く
レ
ポ
ー
ト
vol．30

　
平
成
２７
年
度
は
合
併
１０
周
年
記
念
事
業

を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
展
開
し
た
。
こ
の
１０

年
の
歩
み
は
こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
社

会
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
序
曲
と
も
い
え

る
１０
年
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
新
中
野
市
と
し
て
、市
の
「
花
・
木
・
鳥
」

の
制
定
（
平
成
２０
年
度
）、
市
民
憲
章
の

制
定
（
平
成
２２
年
度
）、
中
野
市
・
産
地

観
光
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
制
定
（
平
成
２４
年

度
）
な
ど
、
市
民
共
通
の
理
念
を
整
備
し

て
き
た
。

　
ま
た
、柳
沢
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
銅
戈
、

銅
鐸
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

高
橋
由
一
の
油
彩
画
な
ど
新
た
な
文
化
財

が
発
見
さ
れ
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
得
て
、

各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
一

方
で
学
校
・
学
校
関
連
施
設
や
陣
屋
前
広

場
公
園
な
ど
公
園
整
備
、
保
健
セ
ン
タ
ー

や
北
信
総
合
病
院
の
再
構
築
事
業
な
ど
医

療
福
祉
の
分
野
で
も
、
生
活
に
密
着
し
た

機
能
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
俯ふ

か

ん瞰
し
て
み
れ
ば
、
中
野
市
に
は
実
に

多
く
の
魅
力
的
な
資
源
が
、
有
形
無
形
に

か
か
わ
ら
ず
多
く
あ
り
、
生
活
定
住
空
間

と
し
て
の
高
い
潜
在
能
力
を
蓄
え
て
き
て

い
る
。

　
人
口
減
少
社
会
が
も
た
ら
す
こ
れ
か
ら

の
地
域
社
会
へ
の
影
響
は
先
行
き
不
透
明

感
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う

な
中
に
あ
っ
て
、
中
野
市
が
持
つ
、
自
然
・

合
併
10
周
年
を
振
り
返
っ
て

広報なかの ２０１6．３

文
化
・
経
済
・
生
活
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
に
鑑
み
れ
ば
、
暗

く
な
る
必
要
は
な
く
、
持
て
る
資
産
の
有

効
活
用
を
図
れ
ば
、
域
外
に
向
か
っ
て
、

そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
創
生
は
十
分
図
れ
る
と
思
う
次
第
で
あ

る
。

　「
変
わ
る
の
が
常
、
変
わ
ら
な
い
の
が

異
常
」
と
常
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
機

会
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、ま
ず
は
、「
隗か

い

よ
り
始
め
よ
」
で
あ
る
。

　
感
謝
の
気
持
ち
と
、
強
い
責
任
感
を

も
っ
て
、
次
の
１０
年
に
向
け
て
、
行
動
を

起
こ
し
た
い
と
思
う
。
中
野
市
に
こ
れ
ま

で
蓄
積
さ
れ
た
資
産
は
、
そ
れ
を
守
り
育

て
て
い
た
だ
い
た
先
輩
・
先
人
の
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
将
来
を
担
う
若
い
人
た
ち
、
そ

し
て
こ
こ
中
野
市
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
の

為
に
も
、
一
瞬
た
り
と
も
気
を
抜
く
こ
と

な
く
、
魅
力
あ
る
中
野
市
、
住
み
続
け
た

い
と
思
わ
れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
共
に
前
に
進
み
た
い
と
思

う
。

▲中野市合併 10 周年記念式典
（10 月）には、姉妹都市・北茨
城市の豊田市長や音楽姉妹都市・
竹田市の首藤市長にも出席いた
だいた。

▲夏期巡回ラジオ体操 みんなの
体操会（７月）では、早朝にも
関わらず約 1,600 人の皆さんが
参加された。

１．めざましライブカントリー
ツアー（５月）で熱唱する平

ひ ら は ら

原
綾

あ や か

香さん／２．バラ苗プレゼント
（６月）／３．德川宗家 18 代当主
德
と く が わ

川恒
つ ね な り

孝氏講演会（10 月）／４．
故郷のふるさと音楽会（４月）／
５．斑尾ふるさと祭り（６月）

１２３

４５



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

２０１６．３ 広報なかの ３４
市民課生活交通安全係（内線238）申問

　市民の皆さんの不用品・必要品を掲載しています。

　　　　　照明器具（和室用・洋室用）／
手押し車（高齢者用）／ソフトキャリーバッグ
譲ります

譲ってください　　　　　　　  　流し台／家庭用耕うん機／
木くず／テレビデオ／ミシン／長じゅばん（女
性用）／車いす／ハウス用鉄パイプ／プロパン
ガス用瞬間湯沸かし器／旅行用スーツケース

リサイクルかわらばん ２月2６日現在

　

市
内
在
住
の
７０
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
シ
ル
バ
ー
乗
車
券
・
温
泉
利
用
助
成

券（
共
通
券
）を
年
度
当
初
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
助
成
券
に
は
使
用
期
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
期
限　
３
月
３１
日
㈭

※
利
用
で
き
る
交
通
機
関
や
温
泉
施
設
に

つ
い
て
は
、
配
布
し
た
通
知
お
よ
び

助
成
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
乗
車
券
・
温
泉
利
用

助
成
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
支
援
課
長
寿
福
祉
係（
内
線
２４３
）

問

　
４
月
１
日
㈮
か
ら
、
図
書
館
カ
ー
ド
を

更
新
す
る
際
に
、
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）
の
提

示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

更
新
時
期　
登
録
か
ら
３
年
ご
と

図
書
館
カ
ー
ド
の

更
新
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

市
立
図
書
館　

☎
�
５
８
４
１

問

　
昨
年
１２
月
に
提
出
を
依
頼
し
た
「
農
地

台
帳
調
査
及
び
農
地
に
関
す
る
意
向
調
査

票
」
に
つ
い
て
、
ま
だ
提
出
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
至
急
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
に
関
す
る
調
査
票
の　

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

農
業
委
員
会
事
務
局（
内
線
４０９
）

問

　
「
な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー

ト
」
に
つ
い
て
、
４
月
か
ら
県
外
で
も
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

　
全
国
共
通
展
開
に
対
応
し
た
「
新
パ
ス

ポ
ー
ト
」
を
４
月
中
に
対
象
世
帯
へ
発
送

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法　
「
全
国
共
通
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」

提
示
店
で
新
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る

※
既
存
の
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
も
有
効
期

限
（
平
成
３０
年
３
月
３１
日
）
ま
で
は

使
用
で
き
ま
す
。

な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト

県
外
で
の
利
用
を
開
始

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係（
内
線
３56
）

問

▼
お
知
ら
せ

放
送
日　
３
月
２７
日
㈰

時
間　
午
後
３
時
５５
分
～
４
時
２５
分

番
組
名　
信
州
な
か
の
を
売
り
込
め
！

放
送
局　
長
野
朝
日
放
送

市
の
魅
力
を
発
信
す
る

テ
レ
ビ
番
組
が
放
映
さ
れ
ま
す

売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係（
内
線
４０6
）

問

申
告
期
限　
３
月
１５
日
㈫

申
告
相
談
予
約
専
用
電
話　
�
１
３
０
０

※
申
告
相
談
の
予
約
受
け
付
け
は
、
３
月

１４
日
㈪
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
）

市
・
県
民
税
の
申
告
は

お
早
め
に

税
務
課
課
税
係
（
内
線
２２5
）

問

日
時　
４
月
２
日
㈯　
午
後
６
時
開
宴

会
場　
ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の

対
象
者　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
成

人
の
方
（
定
員
２
０
０
人
）

入
場
チ
ケ
ッ
ト
料　
２
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
、
市
民
体
育
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
信
州
中
野
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ａ
中

野
市
各
事
業
所
、
北
信
エ
ル
シ
ー
ネ
ッ
ト

※
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
激
励
会

中
野
ボ
ー
ル
パ
ー
ク・フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会（
北
信
エ
ル
シ
ー
ネ
ッ
ト
内
）

☎
�
１
５
８
５

問
申

　
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
の
方
を
、
在
宅

で
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
方
を
対
象

と
し
た
交
流
会
で
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
日
ご
ろ
の
悩
み
も
相
談
で
き
ま
す
。

期
日　
３
月
２４
日
㈭

時
間　
午
後
１
時
～
３
時
３０
分

会
場　
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
楽
し
く
で
き
る
認
知
症
の
リ
ハ
ビ

リ
実
践
、
交
流
会
、
専
門
相
談

参
加
料　
無
料

定
員　
３０
人
（
要
予
約
）

申
込
期
限　
３
月
１８
日
㈮

家
族
介
護
者
交
流
会

高
齢
者
支
援
課
長
寿
福
祉
係

（
内
線
２４３
）

問
申

　

平
成
２７
年
長
野
県
市
町
村
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
広
報
な
か
の
１１
月
号

が
、「
広
報
紙
・
市
の
部
」で
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
よ
り
よ
い
広
報

紙
と
な
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
愛
読
を

お
願
い
し
ま
す
。

長
野
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

「
広
報
な
か
の
」が
奨
励
賞
受
賞

庶
務
課
秘
書
広
報
係
（
内
線
２１２
）

問



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

３５ 中野市は合併１０周年を迎えました。

問市立図書館　☎（26）5841

サクラカプセル
　上映日時　３月２０日㈰　午後２時～

初恋
　上映日時　４月６日㈬　午前１０時～

会場　図書館２階ＡＶホール(入場無料）

ビデオ上映会　としょかん★プチキネマ

新着
図書
情報

今
月
の

　今月の新着図書の一部を
紹介します。

帰蝶（諸田玲子）／砂の街路図（佐々 木譲）／わが心
のジェニファー（浅田次郎）／最後の晩餐の暗号（ハ
ビエル・シエラ）／知って得する茶道のいろは（筒井
紘一）／スター・ウォーズ論（河原一久）／１００％リアル
キッチン（鈴木尚子）／世界のカマキリ観察図鑑（海
野和男）／科学者は戦争で何をしたか（益川敏英）
／卑弥呼のサラダ水戸黄門のラーメン（加来耕三）
／百貨店で〈趣味〉を買う（神野由紀）／歴史図解
中東とイスラーム世界が一気にわかる本（宮崎正勝）

著／片瀬京子、ラジオ福島
毎日新聞社
　すべての、被災した県民
と、共にあるために。
　放射能への不安を胸底に
かかえながら、誰に何をどう
伝えるべきかに苦悩し奔走し
て、ラジオの新たな地平を示

した放送局の、２０１１年３月１１日から１年間の闘い。

ラジオ福島の３００日

モナ・リザ・コード
著／ダイアン・ヘイルズ
柏書房
　世界で最も有名な絵画

「モナ・リザ」―。
　そのモデルとなった人物
は、どんな女性だったのか？
　ダヴィンチ、メディチ家との
かかわりを軸に、ルネサンス
最盛期のフィレンツェの優雅な人間模様を描き、こ
れまで謎に包まれてきた実在のモデルの素顔をはじ
めて解き明かす、圧巻のノンフィクション。

２０１６．３広報なかの

　
岳
南
広
域
消
防
組
合
で
は
、
地
域
の
救

命
率
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
管
轄
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業
者
の
皆

さ
ん
に
対
し
、
「
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」

へ
の
情
報
登
録
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
と
は　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
地
図
上
で
、
全
国
の
ど
こ
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

登
録
方
法　

日
本
救
急
医
療
財
団
全

国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w.qqzaidanm
ap.jp/

）

か
ら
登
録
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
へ
の

情
報
登
録
の
お
願
い

岳
南
広
域
消
防
本
部
警
防
係

☎
�
０
１
１
９

問

　
音
声
告
知
放
送
端
末
機
の
裏
側
に
は
乾

電
池
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
停
電
時
に
も

緊
急
放
送
な
ど
が
受
信
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

電
池
が
切
れ
た
状
態
で
は
、
停
電
時
に
放

送
が
受
信
で
き
ま
せ
ん　
ご
家
庭
の
端
末

機
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
端
末
機
本
体
正

面
に
あ
る
電
源
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
る

場
合
は
、
電
池
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

音
声
告
知
放
送
端
末
機
の

「
電
池
切
れ
」
に
ご
注
意
を

政
策
情
報
課
情
報
統
計
係（
内
線
２１７
）

問

　
冬
は
灯
油
な
ど
の
油
漏
れ
事
故
が
多
発

し
ま
す
。
油
が
河
川
に
流
出
す
る
と
、
被

害
が
広
範
囲
に
及
び
、
処
理
に
多
額
の
費

用
と
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
ま
た
、
処
理

費
用
は
全
て
原
因
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

油
漏
れ
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点

・
油
の
小
分
け
作
業
中
は
、
絶
対
に
そ
の

場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
器
具
や
配
管
に
腐
食
や
亀
裂
が
な
い
か

油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を

環
境
課
環
境
係
（
内
線
２４７
）

中
野
消
防
署　

☎
�
３
３
８
６

豊
田
消
防
署　

☎
�
２
３
５
５

北
信
地
方
事
務
所
環
境
課

☎
�
０
２
０
２

問

●
な
か
の
「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」

販
売
日　

３
月
２
日
㈬
、
９
日
㈬
、

２０
日
㈰
、
２３
日
㈬
、
４
月
６
日
㈬
、

１３
日
㈬
、
１７
日
㈰
、
２７
日
㈬

販
売
時
間　
午
前
９
時
～
１１
時
３０
分

販
売
場
所　
中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

価
格　
１
袋
（
１５
㎏
）
２
０
０
円

バ
ラ
（
３
０
０
㎏
）
１
５
０
０
円

バ
ラ
（
５
０
０
㎏
）
２
５
０
０
円

※
バ
ラ
売
り
は
１０
日
前
ま
で
に
要
予
約
。

※
バ
ラ
売
り
袋
は
後
日
お
返
し
く
だ
さ
い。

●
未み

ど

り

土
利

販
売
日　
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

販
売
時
間　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

販
売
場
所　

平
岡
処
理
場（

ナ
ピ
ア

汚
泥
発
酵
肥
料　

な
か
の

「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」・「
未
土
利
」

上
下
水
道
課
監
理
係
（
内
線
２8０
）

問

確
認
を
す
る
。

・
定
期
的
に
タ
ン
ク
の
残
量
を
確
認
す
る
。

・
防
油
堤
を
設
置
す
る
。

※
油
漏
れ
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
と
き

は
、速
や
か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
岡　
笠
原
５
８
０
番
地）

価
格　
１
袋（

１５
㎏）

２
５
０
円



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

２０１６．３ 広報なかの ３６

▼展示
市立博物館

㊡火曜日
☎ 22-2005

常設展示室「中野市の自然と歴史・
文化・重要文化財柳沢遺跡展示室」
西沢今朝夷水彩画展「ふるさとの記憶」

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日

☎ 23-2718

・第７回信州中野つるしかざり展
　３月１３日㈰まで
・第１８回中野陣屋ひな市特別展　中野
　土人形・全国土人形牧基之コレクション
　３月１９日㈯～４月１日㈮

電力小売り全面自由化の便乗商法に注意！
事例　「４月から電力料金が自由化になる。その前に
太陽光発電システムを設置し、充電すればもうかる。」
という電話があった。設置料金は２００万円で、ローンを
組むと月 １々万円の支払いで済むという。しかし、説明
どおりの充電金額が約束されているわけでもなく、年
金暮らしの自分がローンを抱えることにも不安がある。
アドバイス　電力の小売り全面自由化を口実にして、
太陽光発電システムやプロパンガス、蓄電池などの勧
誘が行われています。電力の契約は、地域ごとの電力
会社との契約でしたが、４月からは小売り自由化によ
り、多様な業種・業態の事業者の中から選択できるよ
うになります。
　今後さまざまな勧誘が行われることが予想されます
ので、制度や条件などをよく理解しておくことが必要で
す。ご不明な点は、下記の相談窓口へご相談ください。

問い合わせ・消費生活相談窓口
市民課生活交通安全係（内線２３8）
長野県北信消費生活センター　☎０２6(２２３）6777
消費者ホットライン　☎１

い や や

88

消費者トラブル と 解決法消費生活
相談

６５

ご寄付ありがとうございました
中野平中学校生徒会　ふれあい委員会　様
アルミ缶収集活動の収益金で購入した紙芝居セット、
パズルなど　
中学校区の保育園と交流を図り、つながりを深めるため

中野市農業協同組合　様
傘３５５本　管内小学校新入学児童への祝品として

問　庶務課秘書広報係（内線400）申

●
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
若
年
者
コ
ー
ス

訓
練
期
間　
５
月
１０
日
㈫
～
１１
月
２５
日
㈮

会
場
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

募
集
定
員
　
１５
人

公
共
職
業
訓
練
受
講
者
募
集

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

☎
０
２
６
９
�
８
６
０
９

問
申

▼
募
集

申

　
新
た
な
自
主
財
源
を
確
保
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
共
通

使
用
封
筒
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
た

だ
け
る
事
業
者
の
方
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

①
角
形
２
号
市
内
専
用
封
筒

・
広
告
枠
数
　
４
枠

・
作
成
枚
数
　
２
万
枚

・
広
告
料
（
１
枠
）
　
４
万
８
６
０
０
円

②
長
形
３
号
市
内
専
用
封
筒

・
広
告
枠
数
　
１
枠

・
作
成
枚
数
　
７
万
枚

・
広
告
料
（
１
枠
）
　
１０
万
８
０
０
０
円

広
告
掲
載
位
置
　
封
筒
裏
面
（
黒
１
色
）

広
告
の
規
格
　
５
・
５
㌢
×
９
・
５
㌢

発
送
期
間
（
予
定
）
　
５
月
ご
ろ
か
ら
在

庫
終
了
ま
で
（
お
お
む
ね
１
年
間
）

申
込
期
限
　
３
月
２２
日
㈫

市
の
共
通
使
用
封
筒
へ
掲
載

す
る
有
料
広
告
を
募
集

財
政
課
管
財
係
（
内
線
222
）

問

県
民
交
通
災
害
共
済
の
加
入

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係（
内
線
2３８
）

地
域
振
興
課
市
民
生
活
係（
豊
田
支

所
内
）　

☎
�
３
１
１
１

問
県
民
交
通
災
害
共
済
と
は
　
会
員
の
方
が

交
通
事
故
に
あ
っ
た
際
、
見
舞
金
を
支
給

す
る
助
け
合
い
制
度
で
す
。

加
入
資
格
　
①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

②
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
の
被
扶
養
者

で
、就
学
の
た
め
市
外
に
居
住
し
て
い
る
方

会
員
期
間
　
４
月
１
日
㈮
～
平
成
２９
年
３

月
３１
日
㈮

会
費
　
１
人
４
０
０
円
（
年
額
）

加
入
方
法
　
各
区
で
取
り
ま
と
め
て
い
る

ほ
か
、
市
民
課
ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振

興
課
で
も
直
接
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

手
続
き
の
必
要
が
な
い
方
　
次
の
方
は
、

市
が
手
続
き
（
公
費
負
担
）
を
行
い
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
中
学
生
以
下
の
方
（
平
成
１３
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

●
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
か
ら
３
級
を

お
持
ち
の
方

●
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

●
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

訓
練
内
容
　
機
械
加
工
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
な
ど
の
技
術
習
得

募
集
期
限
　
３
月
３０
日
㈬



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

３７ 中野市は合併１０周年を迎えました。２０１６．３広報なかの

各種相談日程　 期日・時間・会場 問い合わせ先

子ども相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時１５分
会場　市役所子ども相談室 子ども相談室(内線２78）

保健師による子育て相談 期日　３月２５日㈮　時間　午前１０時～１１時
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）

中央子育て支援センター
☎（22）2259

定期健康相談 ①期日　毎週水曜日　時間　午前１０時～１１時３０分　会場　中野保健センター
②期日　毎月第１木曜日　時間　午前１０時～１１時３０分　会場　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
(内線２4２）

高齢者の方のための総合相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時１５分
会場　中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係(内線３66）

行政相談 期日　３月１０日㈭、４月１１日㈪　時間・会場　①午前９時～１１時　豊田支所相談室
②午後２時～４時　市民会館44号会議室

庶務課庶務文書係
(内線２１１）

消費生活相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時１５分
会場　市役所市民課生活交通安全係

市民課生活交通安全係
(内線２３8）

女性相談　面接は予約制 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く）　時間　午前８時３０分～午後５時１５分
会場　中野人権センター

人権・男女共同参画課
☎（23）4810(専用電話)

生活就労支援相談 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く）　時間　午前８時３０分～午後５時１５分
会場　市役所福祉課厚生保護係

福祉課厚生保護係
(内線２76）

身体障がい者相談所 予約制 期日　毎月第１・３水曜日　時間　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

福祉相談・ボランティア相談、
結婚相談　予約制

期日　毎週月～金曜日　時間　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

心配ごと相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午後１時３０分～４時３０分
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

法律相談　予約制 期日　毎月第１・３月曜日（月曜休日の場合は翌火曜日）
時間　午後１時３０分～３時３０分　会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎（26）3111

職業相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時
会場　中野市地域職業相談室（南宮庁舎）

中野市地域職業相談室
☎（23）4710

交通事故巡回相談 期日　３月１7日㈭　時間　午前１０時～午後３時
会場　北信合同庁舎

北信地方事務所
☎（22）3111

権利擁護相談　成年後見制度含む 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３０分～午後５時１５分
会場　北信建設事務所　中野庁舎３階

北信圏域権利擁護センター
☎（26）2266

年金
　国民年金は、国内にお住まいの２０歳から6０歳未満の全
ての方に加入が義務付けられています。
　国民年金の加入種別は次の３種類に分かれており、種
別が変わったときは手続きが必要となります。

【第１号被保険者】　自営業の方やその配偶者の方、２０歳
以上の学生の方などが対象となります。手続きは、市役所
市民課の国民年金担当窓口で行います。

【第２号被保険者】　会社や官公庁にお勤めで、厚生年金
に加入している方が対象となります。手続きは、勤務先を通
じて行います。

【第３号被保険者】　第２号被保険者に扶養されている配
偶者（年収１３０万円未満）が対象です。手続きは、配偶者
の勤務先を通じて行います。
※第２号被保険者が退職された際、本人と扶養されている配

偶者は第１号被保険者への種別変更手続きが必要です。
　長野北年金事務所　☎026(244)4100
　市民課国民年金係（内線237）

加入・種別変更の
手続きをお忘れなく

問
　

一般的な相談は「ねんきんダイヤル」　☎0570（05）1165
平日午前8時30分～午後5時15分

▼
相
談

　
仕
事
の
悩
み
な
ど
の
労
働
問
題
全
般
に

つ
い
て
の
相
談
に
、
労
働
相
談
員
が
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
方
法　
面
接
、
電
話
、
メ
ー
ル

相
談
時
間　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

労
働
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

長
野
県
北
信
労
政
事
務
所

☎
０
２
６（
２
３
４
）９
５
３
２

問
申

資
格
　
①
昭
和
6１
年
４
月
２
日
～
平
成
７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
　
②
平
成
７
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
の
う
ち
、
大

学
を
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
し
た
方
、

ま
た
は
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
方

受
付
期
間
　
４
月
１
日
㈮
～
１３
日
㈬
（
郵

送
ま
た
は
持
参
の
場
合
、
４
日
㈪
ま
で
）

第
一
次
試
験
日
　
５
月
２９
日
㈰

※
原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

国
税
専
門
官
募
集

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１

問
申
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永田小学校　６年外
と や

谷　来
こ は る

春さん

　
わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、

保
育
士
さ
ん
に
な
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
め
ん
ど
う
を
み
る

こ
と
で
す
。
理
由
は
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
子
ど

も
の
め
ん
ど
う
を
み
る
の
が

好
き
だ
か
ら
で
す
。
な
ぜ
か

と
言
う
と
、
い
と
こ
の
子
が

来
て
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
ら

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
の

で
、
保
育
士
さ
ん
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
一
人
の
先
生

に
あ
こ
が
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
わ
た
し
が
通
っ
て
い
た

永
田
保
育
園
の
先
生
の
こ
と

で
す
。
そ
の
先
生
に
教
わ
っ

た
の
は
一
年
だ
け
だ
っ
た
け

ど
、
と
っ
て
も
優
し
か
っ
た

で
す
。
な
の
で
子
ど
も
た
ち

に
優
し
い
先
生
に
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
を
よ
ろ
こ
ば
せ
た

い
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
好
か
れ
る

よ
う
な
人
に
な
る
に
は
優
し

い
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
思
う

の
で
、
人
間
的
に
魅
力
あ
る

人
に
な
れ
る
よ
う
に
、
い
ろ

い
ろ
な
本
を
読
ん
だ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
に
打
ち
こ
ん
だ
り
、

た
く
さ
ん
勉
強
し
た
り
し

て
、
レ
ベ
ル
を
あ
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

保育士になって子どもたちの
めんどうをみたい！

夢
No.131

▼
取
材
の
際
、
久
々
に
給
食
を
食
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
口
の
中
に
味

が
広
が
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
子

ど
も
の
頃
大
好
き
だ
っ
た
給
食
の
思
い

出
も
一
緒
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

思
い
出
を
話
せ
ば
皆
が
笑
顔
に
な
る
給

食
―
。
皆
さ
ん
も
今
回
の
特
集
を
通
し

て
、
懐
か
し
い
給
食
の
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
芳
澤
）

▼
「
キ
ラ
リ
☆
中
野
の
チ
カ
ラ
」
で
お

話
を
伺
っ
た
豊
田
ふ
る
さ
と
フ
ァ
ー
ム

の
皆
さ
ん
。
「
使
命
感
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
も
楽
し
い
か
ら
続
け
ら
れ
る
」

と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
見
た
い
と
活
動
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
で
輝
い
て
い
ま
し
た
。（
中
沢
）

▼
３
月
、
学
校
で
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。
卒
業
式
当
日
、
ピ
カ
ピ
カ

の
学
生
服
を
着
た
６
年
生
の
背
中
が
、

急
に
大
人
び
て
見
え
た
も
の
で
し
た
。

私
も
30
代
を
目
前
に
し
、
「
言
葉
で
多

く
を
語
ら
ず
と
も
、
背
中
で
語
る
」
よ

う
な
人
に
近
づ
く
た
め
、
日
々
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
仲
條
）

面積：１１２．１8㎢
人口：43,878 人（－ ２8）
　男　：２１,２１3 人（－ 30）
　女　：２２,665 人（＋２）
世帯数：１5,690 戸（＋１0）
【平成 ２8 年２月１日現在】
（　）は前月比、平成 ２２ 年
国勢調査を基に推計

編
集
後
記

38広報なかの

中野市役所

２０１6．３
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